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　６月５日、長崎小学校５年生の児童が、農業青年グループ「石っころ会」
（細谷善一会長）の指導のもと、田植え体験を行いました。裸足で田んぼに
入る感触に歓声を上げながら、「コロ」と呼ばれる昔ながらの道具で田んぼ
に印をつけ、一株一株丁寧に苗を植えていました。（22ページに関連記事）
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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。
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　「石っころ会」は長崎地区の米づくり
をしている青年農業者の有志の会で、昭
和50年に設立されました。現在は、細谷
善一会長（向新田）をはじめ、13人の会
員で構成されています。
　おいしい米を作るための技術向上を目
指して、春には育苗状況を共同で確認し
たり、今の時期は順調な生育を調査する
ため「青田巡回」を行うなどのほか、研
修会を実施しています。
　また、田んぼに入った経験がない子ど
もたちが多くなっていることから、長崎
小学校の児童に田植えから収穫までを指
導して、農業に親しみを持ってもらおう
という活動をしています。
　表紙でご紹介したのもそのひとつです。
会員の皆さんが、児童に丁寧に指導し、
苗を植える体験をしてもらった後は、農
作業に使うトラクターと児童たちとの綱
引きで力比べをして、楽しみながら農業
の面白さを伝えていました。
　細谷会長は「農作業の楽しさや、実り
の時期の充実感を体験してもらい、少し
でも興味を持ってもらいたい。自分たち
も技術向上を目指していろんな活動をし
ていきたい」と熱く語っていました。

西郷兄弟と中山町の縁
ゆかり

発信事業　P2~5
お知らせ版　　　　　　　　　　P16~21

ゆかり

今月の主な内容

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

米づくりの魅力を次代に伝えたい

農業青年グループ 石っころ会

（写真上）
７月７日の青田巡回に集
まった石っころ会の会員
の方々。

今年の稲の生育状況を確認する

（写真上左と右）
長崎小児童へ田植え指導。
どろんこになりながら、
大喜びの児童たち。

（写真左）
いろんな馬力のトラク
ターと５年生全員での綱
引き。どっちの力が強い
かな。

29.7.15 22

広報なかやま



西
郷
隆
盛
・
従つ

ぐ

道み

ち

兄
弟
と
中
山
町
の
縁ゆ

か
り

隆盛と戊辰戦争１

従道と長崎小学校２
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　西郷隆盛といえば、薩摩藩（現在の鹿児島県）の出身で、幕末から明治時代初期にかけ
て活躍した人と誰もが知っています。大久保利通とともに、薩摩藩を倒幕運動へ動かし、
薩長同盟を成立させ、ついで、王政復古のクーデターを指導し、戊辰戦争では新政府軍の
総参謀として江戸城の無血開城を実現させました。明治新政府では、参議となり、廃藩置
県の実施に際しては隆盛の率いる軍事力がにらみをきかせていたといわれています。
　そのすぐれた指導力や人望で、幕末を舞台にした小説や映画、ドラマの題材にもたびた
び登場する、いわば明治維新のヒーローのひとりです。
　隆盛は４人兄弟の長男で、３男が従道です。従道の読み方は「つぐみち」という読み方
が一般的ですが、「じゅうどう」と読むのが正しいという話もあるようです。

　1868年（慶応４年）閏
うるう
４月４日、新政府軍（山形藩）

と旧幕府軍の庄内藩が中山町の落合地区で戦いました。
戦場となった橋本三九郎邸には、現在も当時の銃弾の痕
跡を残す柱があり、戦跡を記した石碑が建立されています。
　1868年（明治元年）９月20日には、新政府軍を率いる
西郷隆盛が、中山町内を通って、下川の渡し場から最上
川を渡って北進しました。下川の渡し場には史跡を残す
看板が設置されています。

　1882年（明治15年）10月５日、当時海軍中将農商務卿であった西郷
従道が長崎村（当時）の長崎中学校（小学校併設）の開校式に新政府
からの来賓として臨席し、祝辞を述べたという記録が残っています。
西郷卿が住民の歓呼に応えたバルコニーは、現在、町の歴史民俗資料
館に移設・保存されています。
　1927年（昭和２年）に制定された同校校歌の一節に、「わが学びや
のひらけはじめに西郷卿の臨席ありし」とあり、現在まで歌い継がれ
ています。
　今年の10月５日に、長崎小学校は開校135周年を迎え、記念行事が
予定されています。

　山形県から遠く離れた鹿
児島県出身の２人と中山町
は３つの関わりを持ってい
ます。
　まず１つ目は、戊辰戦争
当時、新政府軍である隆盛
が、中山町内の渡し場から
最上川を渡って北進したと
いうもの。

　兄の隆盛の方が、有名ではありますが、
従道も明治時代の軍人・政治家として、
立派な功績をあげた方でした。伊藤博文
総理大臣のもと初代海軍大臣を務め、フ
ランス式海岸防衛体制を導入し、清国に
対する戦備の充実に努めました。また、
後には、海軍大臣として功績をあげたこ
とにより、初の元帥海軍大将となった人
です。

　２つ目は、長崎中学校（小学校併設）の開校式に従道が臨席し、祝辞を述べたというもの。
　３つ目は鹿児島市城山に建立された西郷隆盛の銅像のモデルを務めたのは、中山町（当
時は長崎町）の元県議石澤宏太郎氏であったというものです。
　平成30年のＮＨＫ大河ドラマ「西

せ
郷
ご
どん」が放送されるのを機に町では、この３つの関

わりを大事にし、明治維新から150年目となる平成30年に向け、温故知新の精神で明治期
に学ぶ事業の一環として西郷兄弟との不思議な縁のある町として、広く町内外に発信して
いこうとしています。
　今回の「広報なかやま」では、３つの関わりについてご紹介し、町民の皆さんにも、わ
が町の歴史を知っていただくとともに、今後の発信プロジェクトの進め方についてお知ら
せします。

数少ない西郷隆盛の肖像

戊辰戦争後の石碑と
橋本邸に残る銃痕

現在の防災センターの南側に
建てられた史跡の看板

歴史民俗資料館に保存されている
長崎小学校の昔のバルコニーと、
今も歌い継がれている校歌

弟の西郷従道の肖像
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西郷隆盛・従道兄弟と中山町の縁 発信プロジェクト始動

鹿児島市
城山の西郷像

３　
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
に
城
山
と
い
う

場
所
が
あ
り
ま
す
。
市
街
地
の
中
心
部
に

位
置
し
、
標
高
１
０
７
メ
ー
ト
ル
の
小
高

い
山
で
、
展
望
台
か
ら
は
桜
島
を
は
じ
め

鹿
児
島
市
内
が
一
望
で
き
る
と
い
う
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
所
で
す
。

　
城
山
は
、
西
南
戦
争
の
最
後
の
激
戦

地
と
な
っ
た
た
め
、
西
郷
洞
窟
や
西
郷

終
焉
の
地
な
ど
、
西
南
戦
争
に
ま
つ
わ

る
史
跡
が
多
く
存
在
す
る
場
所
で
す
。

隆
盛
は
、
西
南
戦
争
に
お
い
て
新
政
府

軍
の
激
し
い
攻
撃
に
追
い
つ
め
ら
れ
、

城
山
で
自じ

刃じ
ん

し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ
場
所
に
、

隆
盛
の
没
後
50
年
を
記
念
し
て
、
昭
和

12
年
に
「
西
郷
隆
盛
像
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
姿
は
、
わ
が
国
初
の
陸

軍
大
将
の
制
服
姿
で
、
城
山
を
背
景
に

仁
王
立
ち
し
て
お
り
、
高
さ
８
メ
ー
ト

ル
の
堂
々
と
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
像
を
制
作
し
た
の
は
、
鹿
児
島

市
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る
安
藤
照て
る
氏（
明

治
25
年
〜
昭
和
20
年
）
で
す
。
そ
の
制

作
の
裏
側
に
は
、
中
山
町
と
関
わ
る
逸

話
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
制
作
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
、

昭
和
２
年
の
こ
と
で
し
た
。
先
に
建
立

さ
れ
て
い
た
東
京
上
野
の
西
郷
隆
盛
像

は
、
隆
盛
の
姿
と
は
あ
ま
り
似
て
い
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
除
幕
式
で
、

隆
盛
夫
人
の
糸
子
さ
ん
が
、「
主
人
は

こ
ん
な
人
で
は
な
か
っ
た
」
と
叫
ん
だ

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
に

建
て
よ
う
と
す
る
も
の
は
「
ぜ
ひ
と
も

似
て
い
る
も
の
を
」と
い
う
声
が
上
が
っ

た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
隆
盛
は
大
の
写
真
嫌
い
で

あ
っ
た
た
め
、
写
真
が
１
枚
も
残
っ
て

お
ら
ず
、
制
作
の
依
頼
を
受
け
た
安
藤

氏
は
、
似
て
い
る
隆
盛
像
の
イ
メ
ー
ジ

試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し

　
　
モ
デ
ル
探
し
に
奔
走

を
作
る
た
め
、
遺
品
を
集
め
た
り
、
似

て
い
る
と
い
わ
れ
る
人
物
の
研
究
を
し

た
そ
う
で
す
。
昭
和
４
年
、
隆
盛
の
親

族
や
柔
道
家
・
相
撲
取
り
ら
を
モ
デ
ル

に
軍
服
を
着
せ
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
思
い
通
り
の

イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
よ
う
で
、
決
定
に
は
至
ら
ず
、
苦
労

な
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
石
澤
氏
と
安
藤
氏
が
出
会
っ
た
の
は
、

モ
デ
ル
を
探
し
始
め
て
か
ら
６
年
余
り

が
経
過
し
た
昭
和
９
年
11
月
で
す
。
亡

く
な
っ
た
一
人
娘
の
胸
像
を
安
藤
氏
に

依
頼
し
た
伯
父
と
と
も
に
、
石
澤
氏
が

東
京
の
安
藤
氏
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
た

際
、「
あ
な
た
ほ
ど
西
郷
に
似
て
い
る

人
は
い
な
い
」
と
、
そ
の
場
で
モ
デ
ル

に
な
る
こ
と
を
懇
願
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
澤
氏
は
、
身
長
１
７
８
セ
ン
チ
、

体
重
90
キ
ロ
。
そ
の
立
派
な
体
格
は
、

隆
盛
の
遺
族
か
ら
も
、
そ
っ
く
り
だ
と

お
墨
付
き
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
石
澤
氏
は
、
安
藤
氏
の
ア
ト
リ
エ
に

通
う
こ
と
に
な
り
、
隆
盛
が
陸
軍
大
将

の
時
に
実
際
に
着
用
し
た
軍
服
姿
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
を
と
り
、
安
藤
氏

の
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
協
力
し
ま
し
た
。

依
頼
を
受
け
て
か
ら
数
年
、
な
か
な
か

制
作
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
安
藤
氏
で

し
た
が
、
こ
の
出
会
い
に
よ
り
、
昭
和

11
年
に
西
郷
隆
盛
像
は
完
成
し
ま
し

た
。

　
石
澤
氏
は
安
藤
氏
か
ら
、
西
郷
像
の

モ
デ
ル
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
他
言
し

な
い
よ
う
に
口
止
め
さ
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
25
年
、
山
形
新
聞
の
記
者
が
別
件

で
石
澤
氏
の
と
こ
ろ
へ
取
材
に
訪
れ
た

際
、
石
澤
氏
自
ら
が
モ
デ
ル
は
自
分
で

あ
る
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。
実
は
、

安
藤
氏
は
東
京
大
空
襲
で
亡
く
な
っ
て

お
り
、こ
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
の
は
、

石
澤
氏
た
だ
ひ
と
り
と
い
う
こ
と
に
な

「
あ
な
た
ほ
ど
西
郷
に

　
　
似
て
い
る
人
は
い
な
い
」

モ
デ
ル
の
こ
と
は

　
　
他
言
し
な
い
と
約
束

り
、「
時
代
も
変
わ
っ
た
の
だ
か

ら
」
と
こ
の
秘
密
の
話
を
公
に
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
石
澤
宏
太
郎
氏
の
孫
の

德の
り

幸ゆ
き

さ
ん
（
仙
台
市
在
住
）
が
、

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
る
写
真

な
ど
を
保
管
し
て
お
り
、「
西
郷

銅
像
の
真
実
」
と
題
し
た
資
料
を

ま
と
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　石澤宏太郎さん（明治23年～昭和33年）は、最上
村（当時）川端地区に生まれ、後に長崎町（当時）
選出の山形県議会の議員を務められた方です。鹿児
島の像のモデルが、遠く離れた山形の人物であった
というお話が、３番目の関わりです。

安藤氏のアトリエでポーズをとる石澤宏太郎氏。着
用した隆盛の軍服は大柄な石澤氏にも大きく、胸や
腹に綿を入れサラシを巻いたということです。

桜島を眺める場所に立つ、
石澤氏がモデルとなった西郷隆盛像

６月20日、ＮＨＫ山形放送局に出向き、
藤田支局長に要請書を手渡した
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　町が来年のＮＨＫ大河ドラマ「西

せ
郷
ご
どん」にちなみ、

プロジェクトを発信しようとしていることから、会で
も、親族の方に直接お話を聞こうと開催したものです。会場となった中央公民館で会員を前に、自ら調
査した西郷隆盛にまつわる史実と中山町との関わりについて、わかりやすく説明していただきました。

西郷隆盛・従
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兄弟と
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ゆかり

発信事業
　平成30年にＮＨＫ大河ドラマ「西

せ
郷
ご
どん」が放送さ

れるのを機に、西郷兄弟との縁を、広く発信していこ
うと、町では次の活動を行うことにしています。
⑴ ＮＨＫに対する要請活動
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西郷隆盛・従道兄弟と中山町の縁 発信プロジェクト始動

鹿児島市
城山の西郷像

３　
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
に
城
山
と
い
う

場
所
が
あ
り
ま
す
。
市
街
地
の
中
心
部
に

位
置
し
、
標
高
１
０
７
メ
ー
ト
ル
の
小
高

い
山
で
、
展
望
台
か
ら
は
桜
島
を
は
じ
め

鹿
児
島
市
内
が
一
望
で
き
る
と
い
う
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
所
で
す
。

　
城
山
は
、
西
南
戦
争
の
最
後
の
激
戦

地
と
な
っ
た
た
め
、
西
郷
洞
窟
や
西
郷

終
焉
の
地
な
ど
、
西
南
戦
争
に
ま
つ
わ

る
史
跡
が
多
く
存
在
す
る
場
所
で
す
。

隆
盛
は
、
西
南
戦
争
に
お
い
て
新
政
府

軍
の
激
し
い
攻
撃
に
追
い
つ
め
ら
れ
、

城
山
で
自じ

刃じ
ん

し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ
場
所
に
、

隆
盛
の
没
後
50
年
を
記
念
し
て
、
昭
和

12
年
に
「
西
郷
隆
盛
像
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
姿
は
、
わ
が
国
初
の
陸

軍
大
将
の
制
服
姿
で
、
城
山
を
背
景
に

仁
王
立
ち
し
て
お
り
、
高
さ
８
メ
ー
ト

ル
の
堂
々
と
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
像
を
制
作
し
た
の
は
、
鹿
児
島

市
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る
安
藤
照て
る
氏（
明

治
25
年
〜
昭
和
20
年
）
で
す
。
そ
の
制

作
の
裏
側
に
は
、
中
山
町
と
関
わ
る
逸

話
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
制
作
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
、

昭
和
２
年
の
こ
と
で
し
た
。
先
に
建
立

さ
れ
て
い
た
東
京
上
野
の
西
郷
隆
盛
像

は
、
隆
盛
の
姿
と
は
あ
ま
り
似
て
い
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
除
幕
式
で
、

隆
盛
夫
人
の
糸
子
さ
ん
が
、「
主
人
は

こ
ん
な
人
で
は
な
か
っ
た
」
と
叫
ん
だ

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
に

建
て
よ
う
と
す
る
も
の
は
「
ぜ
ひ
と
も

似
て
い
る
も
の
を
」と
い
う
声
が
上
が
っ

た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
隆
盛
は
大
の
写
真
嫌
い
で

あ
っ
た
た
め
、
写
真
が
１
枚
も
残
っ
て

お
ら
ず
、
制
作
の
依
頼
を
受
け
た
安
藤

氏
は
、
似
て
い
る
隆
盛
像
の
イ
メ
ー
ジ

試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し

　
　
モ
デ
ル
探
し
に
奔
走

を
作
る
た
め
、
遺
品
を
集
め
た
り
、
似

て
い
る
と
い
わ
れ
る
人
物
の
研
究
を
し

た
そ
う
で
す
。
昭
和
４
年
、
隆
盛
の
親

族
や
柔
道
家
・
相
撲
取
り
ら
を
モ
デ
ル

に
軍
服
を
着
せ
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
思
い
通
り
の

イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
よ
う
で
、
決
定
に
は
至
ら
ず
、
苦
労

な
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
石
澤
氏
と
安
藤
氏
が
出
会
っ
た
の
は
、

モ
デ
ル
を
探
し
始
め
て
か
ら
６
年
余
り

が
経
過
し
た
昭
和
９
年
11
月
で
す
。
亡

く
な
っ
た
一
人
娘
の
胸
像
を
安
藤
氏
に

依
頼
し
た
伯
父
と
と
も
に
、
石
澤
氏
が

東
京
の
安
藤
氏
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
た

際
、「
あ
な
た
ほ
ど
西
郷
に
似
て
い
る

人
は
い
な
い
」
と
、
そ
の
場
で
モ
デ
ル

に
な
る
こ
と
を
懇
願
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
澤
氏
は
、
身
長
１
７
８
セ
ン
チ
、

体
重
90
キ
ロ
。
そ
の
立
派
な
体
格
は
、

隆
盛
の
遺
族
か
ら
も
、
そ
っ
く
り
だ
と

お
墨
付
き
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
石
澤
氏
は
、
安
藤
氏
の
ア
ト
リ
エ
に

通
う
こ
と
に
な
り
、
隆
盛
が
陸
軍
大
将

の
時
に
実
際
に
着
用
し
た
軍
服
姿
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
を
と
り
、
安
藤
氏

の
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
協
力
し
ま
し
た
。

依
頼
を
受
け
て
か
ら
数
年
、
な
か
な
か

制
作
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
安
藤
氏
で

し
た
が
、
こ
の
出
会
い
に
よ
り
、
昭
和

11
年
に
西
郷
隆
盛
像
は
完
成
し
ま
し

た
。

　
石
澤
氏
は
安
藤
氏
か
ら
、
西
郷
像
の

モ
デ
ル
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
他
言
し

な
い
よ
う
に
口
止
め
さ
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
25
年
、
山
形
新
聞
の
記
者
が
別
件

で
石
澤
氏
の
と
こ
ろ
へ
取
材
に
訪
れ
た

際
、
石
澤
氏
自
ら
が
モ
デ
ル
は
自
分
で

あ
る
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。
実
は
、

安
藤
氏
は
東
京
大
空
襲
で
亡
く
な
っ
て

お
り
、こ
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
の
は
、

石
澤
氏
た
だ
ひ
と
り
と
い
う
こ
と
に
な

「
あ
な
た
ほ
ど
西
郷
に

　
　
似
て
い
る
人
は
い
な
い
」

モ
デ
ル
の
こ
と
は

　
　
他
言
し
な
い
と
約
束

り
、「
時
代
も
変
わ
っ
た
の
だ
か

ら
」
と
こ
の
秘
密
の
話
を
公
に
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
石
澤
宏
太
郎
氏
の
孫
の

德の
り

幸ゆ
き

さ
ん
（
仙
台
市
在
住
）
が
、

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
る
写
真

な
ど
を
保
管
し
て
お
り
、「
西
郷

銅
像
の
真
実
」
と
題
し
た
資
料
を

ま
と
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　石澤宏太郎さん（明治23年～昭和33年）は、最上
村（当時）川端地区に生まれ、後に長崎町（当時）
選出の山形県議会の議員を務められた方です。鹿児
島の像のモデルが、遠く離れた山形の人物であった
というお話が、３番目の関わりです。

安藤氏のアトリエでポーズをとる石澤宏太郎氏。着
用した隆盛の軍服は大柄な石澤氏にも大きく、胸や
腹に綿を入れサラシを巻いたということです。

桜島を眺める場所に立つ、
石澤氏がモデルとなった西郷隆盛像

６月20日、ＮＨＫ山形放送局に出向き、
藤田支局長に要請書を手渡した
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町の主な母子保健関係事業
妊娠期

母子手帳
交付

パパママ
教室

離乳食
教室

赤ちゃんギフト
事業

母子保健
コーディネーター
（助産師）

こんにちは赤ちゃん事業
（乳児家庭全戸訪問）

乳幼児健診
（3か月、11か月、1歳6か月、3歳）

歯科検診
（1歳6か月、2歳、3歳）

各種予防接種

妊婦相談・電話連絡・
訪問指導など

妊婦健康診査費用
助成

産婦相談・育児相談・発達相談・訪問指導など

相
談
や
予
約
な
ど
随
時

受
付
し
て
い
ま
す

対
象
の
方
に
は
町
か
ら
通
知
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

養育支援訪問（育児に対する不安が大きい等で特に支援を必要とする方への継続訪問）

産後 子育て期

必要に応じて関係機関
と連携をとりながら子
育てをサポートします

母子保健事業などとの関わりを通して、
切れ目なく相談支援を行っていきます

医療機関、保健所、保育園、幼稚園、
児童相談所、子育て支援センター、
母子保健推進員、民生児童委員等

特集：中山町の子育て支援

「
中
山
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
開
設

妊
娠
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す

　
町
で
は
、「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち
」を
実
現
す
る
た
め
、

平
成
29
年
４
月
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
健
康
福
祉
課
内
に
「
中

山
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　
妊
娠
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
お
悩
み
等
に
対
応
す
る
た
め
、
母

子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
当
町
で

は
助
産
師
）
を
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

配
置
し
た
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。
医

療
や
福
祉
等
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

 

電
話
６
６
２

－

２
８
３
６

　
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の

相
談
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
で
す
。

私たちがサポートします

どんな小さなことでもご相談ください

みんな、応援していますよ

　保健福祉センターには、母子保健コー
ディネーターをはじめ、母子保健事業を
担当する保健師がおり、妊娠・出産から
子育てまでの相談体制、事業の推進を連
携して行っています。
　「町に生まれ、町で育っていく小さい
命を、大切にしたい」という思いで、日々

　４月から町の母子
保健コーディネー
ターとして、子育て
世代包括支援セン
ターにおります。助
産師の経験を活か
し、妊婦さんの不安
や、出産後の悩みな
どに答えながら、保
健師さんや関係機関
と連絡調整する役目

　町では、今年４月から「ようこそ赤ちゃん応援メッ
セージ・ギフト事業」を実施しています。これは生ま
れた赤ちゃんとそのご家族に、安心して子育てしても
らいたいと始めたもので、保健師が訪問させていただ
いた時にお渡ししています。

写真右から會田保健師、山田母子保健コー
ディネーター、鈴木保健師、佐藤保健師

仕事に取り組んでいます。子育てには不安がつきものです。母子訪問や赤ちゃ
んの健診事業などの際には、何でもご相談ください。

中山町母子保健コーディネーター
 山田 富士子さん（上町）

このカードを母子手帳に添えて、
差し上げています

今年４月に誕生し、今回保健師から応援ギフトを
贈呈された遠藤樹

いつき
くんとママの莉加さん

歯が生えた時に使うフッ素や赤ちゃん用フ
ロスなども入っています

木のぬくもりを感じる離乳食用のスプーン
を差し上げています

を果たしたいと思っています。
　「初めての妊娠・出産で不安です」「つわりがひどくて
どうしよう」「赤ちゃんが母乳をうまく飲んでくれないの」
「赤ちゃんが泣いてばかりで、ママも泣きたいです」「家
に赤ちゃんと二人きり。ほかのママはどうしてる？」こ
んな悩みはありませんか。少しでも心を軽くできるよう、
ご相談くださいね。

ようこそ赤ちゃん、
そして、家族の皆さん おめでとう♥

　応援ギフトには、「お子さんは中山町の大切な宝物です。
身体を大切に、お子さんとの健やかな日々を楽しんでくださ
い。みんなが応援しています」というメッセージカードと、
町の子育て世代への各種制度のお知らせなどが添えられてい
ます。平成29年４月生まれの赤ちゃんから対象となっており、
今回ギフトを贈呈された遠藤莉加さん（新田町）は「素敵な
プレゼントをありがとうございます。子育てのいろんなお話
も聞いてもらえて、これから安心して息子との時間を過ごせ
そうです」と感激していました。
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で

お
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し
ま
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育
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期
ま
で
の
切
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援
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ま
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子
ど
も
を
産
み
育
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や
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ま
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た
め
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平
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年
４
月
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
健
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福
祉
課
内
に
「
中

山
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
代

包
括
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援
セ
ン
タ
ー
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さ
ま
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め
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母
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保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
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町
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は
助
産
師
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専
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タ
ッ
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と
し
て

配
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し
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近
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相
談
窓
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す
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福
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連
携
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し
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ど
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産
み
育

て
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こ
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で
き
る
よ
う
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サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。
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４
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で
す
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　６月11日に、中央公民館を会場にして「新聞活用教
育が心を育てる」をテーマに青少年育成町民会議（鈴
木政明会長）主催の講演会が開催されました。
　山形県ＮＩＥ（※）推進協議会の阿部和久会長が講
師として招かれ、「新聞の中には、大きな世界が広がっ
ている。読むことによって、物事を多面的に見る思考
力や、語彙力が身に着く」と子どもたちへの効用をわ
かりやすく講演しました。

※  Newspaper in Educationの略。学校で新聞を教材
として活用すること。

新聞で伸ばせる子どもの力

町
と
山
形
大
学
工
学
部
が
連
携
協
定
を
結
ぶ

柏
倉
家
住
宅
を
核
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
相
互
協
力
に
期
待

青少年育成町民会議で講演会

新聞教育の重要性に多くの関係者が耳を傾けた

山大工学部の協力を得て調査が開始される柏倉家住宅（平成28年７月撮影）

署名を終え、握手を交わす佐藤町長と飯塚工学部長

　
町
と
国
立
大
学
法
人
山
形
大
学
工
学

部
が
、
こ
の
ほ
ど
相
互
発
展
の
た
め
に

連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
、
６
月

28
日
に
中
央
公
民
館
で
、
協
定
書
の
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、町
と
大
学
の
双
方
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
・
協
力
し
合

い
、
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
連
携
・
協
力
の
内
容
と
し
て
は
、「
教

育
、
文
化
、
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ

と
」「
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と
」
が

主
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
山
形
大
学
工
学
部
は
、
地
域
に
根
ざ

し
た
大
学
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
、
調
査
を
数
々
の
自
治
体

と
と
も
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
４

月
、
工
学
部
再
編
に
よ
り
建
築
デ
ザ
イ

ン
学
科
が
新
設
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
建
築
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
を
町
が
要
請
し
て
今
回
の
締
結

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
調
印
式
で
佐
藤
町
長
は
、「
山
形
大

学
は
、
研
究
の
場
と
し
て
将
来
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と

の
連
携
を
大
切
に
す
る
と
い
う
理
念
を

持
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
４
月
か
ら
町

に
移
管
さ
れ
た
岡
地
区
の
柏
倉
九
左
衛

門
家
住
宅
の
調
査
・
研
究
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
九

左
衛
門
家
は
、
現
在
は
県
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
お
り
、
周
辺
の
里
山
文
化
を

含
め
て
、
す
ば
ら
し
い
町
の
財
産
で
あ

る
。
山
形
大
学
の
専
門
的
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
文
化
財
価
値
を
よ
り
高

め
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
大
工
学
部
の
飯
塚
工
学
部

長
は
、「
新
し
い
学
部
が
で
き
て
、
ま

た
新
し
い
つ
な
が
り
を
持
ち
地
域
と
連

携
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
回
の
協
定
は
、
大
学
に

と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
。
現
代
の
若

い
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
柏
倉
家
の
よ

う
な
古
い
建
物
は
と
て
も
魅
力
的
に
感

じ
る
も
の
で
あ
り
、
研
究
対
象
と
し
て

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
建
築
デ
ザ

イ
ン
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
工
学
部
の

い
ろ
ん
な
分
野
と
末
永
く
連
携
し
て
い

き
た
い
」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。

　
山
大
工
学
部
に
よ
る
柏
倉
家
住
宅
の

調
査
は
、
今
年
７
月
か
ら
始
ま
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
12
月
ま
で
に
調
査
を

終
え
、
そ
の
後
、
調
査
結
果
を
ま
と
め

た
も
の
が
町
へ
提
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

町 議 会　町議会６月定例会が６月７日から９日までの
日程で開催され、一般会計補正予算等について
審議され、下記の通り可決されました。

　中山町町税条例等の一部を改正する条例の設定について、および中山町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定についての専決処分が承認されました。

1.専決処分の承認

　歳入歳出予算の総額に、それぞれ8,419万４千円を追加し、予算総額を49億419万４千円としました。
※「なかやま議会だより７月15日号」に内訳等が記載されておりますので、併せてご覧ください。

2.平成29年度一般会計補正予算（第１号）

・中山町職員定数条例の一部を改正する条例の制定
　　各事務部局の職員の増減に伴い整備を図ったもの
・中山町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定
　　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い整備を図ったもの

4.条例の制定

　人権擁護委員の推薦について意見を求め、次の方を推薦することが承認されました。
　　西堀　潤子さん（桜町）

5.意見を求めること

補正額 補正後の予算額 主な歳出補正の内容
国民健康保険 27万1千円 14億9万5千円 嘱託徴収員社会保険料 27万1千円

3.平成29年度特別会計補正予算（第１号）
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は
、
現
在
は
県
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
お
り
、
周
辺
の
里
山
文
化
を

含
め
て
、
す
ば
ら
し
い
町
の
財
産
で
あ

る
。
山
形
大
学
の
専
門
的
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
文
化
財
価
値
を
よ
り
高

め
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
大
工
学
部
の
飯
塚
工
学
部

長
は
、「
新
し
い
学
部
が
で
き
て
、
ま

た
新
し
い
つ
な
が
り
を
持
ち
地
域
と
連

携
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
回
の
協
定
は
、
大
学
に

と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
。
現
代
の
若

い
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
柏
倉
家
の
よ

う
な
古
い
建
物
は
と
て
も
魅
力
的
に
感

じ
る
も
の
で
あ
り
、
研
究
対
象
と
し
て

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
建
築
デ
ザ

イ
ン
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
工
学
部
の

い
ろ
ん
な
分
野
と
末
永
く
連
携
し
て
い

き
た
い
」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。

　
山
大
工
学
部
に
よ
る
柏
倉
家
住
宅
の

調
査
は
、
今
年
７
月
か
ら
始
ま
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
12
月
ま
で
に
調
査
を

終
え
、
そ
の
後
、
調
査
結
果
を
ま
と
め

た
も
の
が
町
へ
提
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

町 議 会　町議会６月定例会が６月７日から９日までの
日程で開催され、一般会計補正予算等について
審議され、下記の通り可決されました。

　中山町町税条例等の一部を改正する条例の設定について、および中山町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定についての専決処分が承認されました。

1.専決処分の承認

　歳入歳出予算の総額に、それぞれ8,419万４千円を追加し、予算総額を49億419万４千円としました。
※「なかやま議会だより７月15日号」に内訳等が記載されておりますので、併せてご覧ください。

2.平成29年度一般会計補正予算（第１号）

・中山町職員定数条例の一部を改正する条例の制定
　　各事務部局の職員の増減に伴い整備を図ったもの
・中山町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定
　　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い整備を図ったもの

4.条例の制定

　人権擁護委員の推薦について意見を求め、次の方を推薦することが承認されました。
　　西堀　潤子さん（桜町）

5.意見を求めること

補正額 補正後の予算額 主な歳出補正の内容
国民健康保険 27万1千円 14億9万5千円 嘱託徴収員社会保険料 27万1千円

3.平成29年度特別会計補正予算（第１号）
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「
イ
ク
ボ
ス
」
と
は
、
職
場

で
共
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
を
考
え
、

部
下
の
仕
事
上
の
経
験
や
、
人

生
を
応
援
し
な
が
ら
、
会
社
と

し
て
の
組
織
の
業
績
の
結
果
を

出
し
、
な
お
か
つ
、
自
ら
も
仕

事
と
私
生
活
を
楽
し
む
上
司
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
職
場
に
は
、
子
育
て
を
し
な

が
ら
、
ま
た
、
親
な
ど
の
介
護

を
し
な
が
ら
働
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
、
同
じ
職
場
に
い

て
も
、
家
庭
の
中
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が

い
ま
す
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
が
、

ど
ん
な
人
で
も
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が

詐欺被害防止を訴えた講話も行われた

パンフレットスペースの脇に設置してあります

町内事業所の担当者が熱心に話を
聞いていた

「職場のボス（上司）の考
え方が職場を変える」と
講演する安藤さん

中山町として「イクボス宣言」を実施した

互いの思いやりで、安全な町を

「イクボス」って、なに？

安全・安心まちづくり町民大会を開催

事業所向けに養成講座開催

　
交
通
事
故
や
犯
罪
・
非
行
の
な
い
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
と
、
６
月
25
日
に
「
中
山
町

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
町
民
大
会
」

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
大
会
会
長
で
あ
る
佐
藤
町

長
が
、「
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
が
、

各
地
域
で
日
頃
の
活
動
を
積
み
重
ね

て
い
る
こ
と
が
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
今
後
も
、

協
力
し
て
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防

犯
功
労
者
と
し
て
町
防
犯
協
会
の
渡

邉
清
春
さ
ん
（
達
磨
寺
）
と
、
交
通

安
全
功
労
者
と
し
て
町
交
通
安
全
協

会
長
崎
支
部
の
増
川
喜
久
彌
さ
ん

（
あ
お
ば
）
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
互
い
に
助
け
合
い
、
思
い
や
り

な
が
ら
共
に
生
き
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
つ
こ
と
の
で

き
る
町
を
築
こ
う
」

と
い
う
大
会
宣
言
が

拍
手
で
採
択
さ
れ
、

参
加
者
た
ち
は
犯
罪

や
事
故
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

職
場
の
業
績
を
上
げ
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
会
社
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
魅
力
づ
く
り
に
な
る

と
い
う
考
え
で
、
企
業
と
し
て

取
り
組
む
と
こ
ろ
も
全
国
的
に

増
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、「
イ
ク
ボ
ス
」
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
る
企
業
が

町
内
に
増
え
る
こ
と
で
、
人
材

確
保
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

地
域
活
性
化
に
な
る
と
考
え
、

６
月
11
日
に
中
央
公
民
館
を
会

場
に
し
て
、「
イ
ク
ボ
ス
養
成

講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
ジ
ャ
パ
ン
の
安
藤
哲
也
代
表

理
事
を
講
師
に
招
い
た
講
座
に

は
、
町
内
の
６
事
業
所
か
ら
人

事
担
当
者
な
ど
が
参
加
し
、
イ

ク
ボ
ス
を
実
践
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
効
果
や
役
割
、
具
体
的

な
実
践
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

佐
藤
町
長
が

　
　「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」

　
６
月
12
日
に
は
、
県
内
の
町

長
と
し
て
は
初
め
て
「
イ
ク
ボ

ス
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
役

場
で
の
研
修
会
実
施
後
に
行
っ

た
宣
言
に
は
、
家
庭
と
職
場
の

調
和
を
実
現
す
る
た
め
の
職
場

環
境
づ
く
り
や
、
業
務
改
善
の

推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
佐
藤
町
長
は
、「
町
内
の

企
業
に
も
こ
の
考
え
方
が
広
ま

り
、
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
環
境
が
整
っ
て
い
く

こ
と
で
、
町
全
体
と
し
て
魅
力

あ
る
町
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

ご利用ください
役場総合窓口のロビーに
ウォーターサーバーを設置しました

気をつけて！あなたの隣に消費者トラブル
 こんな時は、消費生活相談員にご相談ください

　このほど、役場本庁舎の総合窓口の待合ロビーに、冷
水と温水の選べるウォーターサーバー（給水器）を設置
しました。これからの暑い季節、役場にお越しの際など、
ご利用いただき、のどの渇きをいやしてください。

　左のような事例を聞いたこ
とはありませんか。これらは、
作り話ではなく、消費者トラ
ブルとして、全国の消費者セ
ンターなどに寄せられた実際
の事例のほんの一部です。
　町でも、こういったトラブ
ルがあった場合の相談窓口を
設置しています。役場総合窓
口に、「消費生活相談員」が
常駐していますので、お困り
の際には、どうぞご利用くだ
さい。相談は、相談室で行い、
プライバシーは守られます。

　スマホに届いた広告メールに

興味がありＵＲＬをクリックし、

トップページの画像をクリック

したとたん、「ご登録ありがと

うございます」と表示された。

放っておいたら後日、請求の

メールがきてしまった…

　「いらない着物を引き取ります」
という業者から連絡があり、来て
もらった。業者は着物には目もく
れず、「貴金属はないか」と聞い
てきて、強引に話をするので、指
輪やネックレスなど見せてしまっ
た。売る気などなかったのに、ま
とめて２万円で買うと、一方的に
代金を置いて行ってしまった…

　82歳でひとり暮らしの母の家

に行ったら、高額な布団が置い

てあった。どうやら催眠商法で

買わされてしまったらしい。解

約したいが、どのようにしたら

よいか…

　パソコンの通販サイトで、他

より安かったので注文し、３日

後に全額振り込んだ。２か月

経っても物が届かず、不安にな

り業者に連絡したが、いまだに

返金してもらえない…

　平成29年４月から、役場住民税務課の総合窓口で消費者相談を担当していま
す。最近は、インターネット使用にからんだワンクリック詐欺や架空請求など
消費者相談に関わる範囲が広くなっています。
　「身に覚えのない請求が来た」「訪問販売で無理に高額なマットレスを買わさ
れてしまった」など、消費生活関連のトラブルでどこに相談していいかわから
ない方は、どうぞ私のところにお越しください。相談者の秘密は固く守られま
すので、安心してご相談ください。
　また、トラブルを未然に防ぐよう、「お知らせ版」に随時、啓発記事を掲載
しています。そちらもぜひご覧になってください。

消費生活相談員　橋本 真希さんお気軽にご相談ください

ご相談・
お問い合わせ先

中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　電話662-2593
役場①番窓口　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　　　午前８時30分～正午／午後１時～４時

お気軽に声をかけてくださいね
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町
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

ご利用ください
役場総合窓口のロビーに
ウォーターサーバーを設置しました

気をつけて！あなたの隣に消費者トラブル
 こんな時は、消費生活相談員にご相談ください

　このほど、役場本庁舎の総合窓口の待合ロビーに、冷
水と温水の選べるウォーターサーバー（給水器）を設置
しました。これからの暑い季節、役場にお越しの際など、
ご利用いただき、のどの渇きをいやしてください。

　左のような事例を聞いたこ
とはありませんか。これらは、
作り話ではなく、消費者トラ
ブルとして、全国の消費者セ
ンターなどに寄せられた実際
の事例のほんの一部です。
　町でも、こういったトラブ
ルがあった場合の相談窓口を
設置しています。役場総合窓
口に、「消費生活相談員」が
常駐していますので、お困り
の際には、どうぞご利用くだ
さい。相談は、相談室で行い、
プライバシーは守られます。

　スマホに届いた広告メールに

興味がありＵＲＬをクリックし、

トップページの画像をクリック

したとたん、「ご登録ありがと

うございます」と表示された。

放っておいたら後日、請求の

メールがきてしまった…

　「いらない着物を引き取ります」
という業者から連絡があり、来て
もらった。業者は着物には目もく
れず、「貴金属はないか」と聞い
てきて、強引に話をするので、指
輪やネックレスなど見せてしまっ
た。売る気などなかったのに、ま
とめて２万円で買うと、一方的に
代金を置いて行ってしまった…

　82歳でひとり暮らしの母の家

に行ったら、高額な布団が置い

てあった。どうやら催眠商法で

買わされてしまったらしい。解

約したいが、どのようにしたら

よいか…

　パソコンの通販サイトで、他

より安かったので注文し、３日

後に全額振り込んだ。２か月

経っても物が届かず、不安にな

り業者に連絡したが、いまだに

返金してもらえない…

　平成29年４月から、役場住民税務課の総合窓口で消費者相談を担当していま
す。最近は、インターネット使用にからんだワンクリック詐欺や架空請求など
消費者相談に関わる範囲が広くなっています。
　「身に覚えのない請求が来た」「訪問販売で無理に高額なマットレスを買わさ
れてしまった」など、消費生活関連のトラブルでどこに相談していいかわから
ない方は、どうぞ私のところにお越しください。相談者の秘密は固く守られま
すので、安心してご相談ください。
　また、トラブルを未然に防ぐよう、「お知らせ版」に随時、啓発記事を掲載
しています。そちらもぜひご覧になってください。

消費生活相談員　橋本 真希さんお気軽にご相談ください

ご相談・
お問い合わせ先

中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　電話662-2593
役場①番窓口　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　　　午前８時30分～正午／午後１時～４時

お気軽に声をかけてくださいね
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T o p i c s ひまわり広場

広
　
告

読書が好きな子になってね
　小学１年生に本のプレゼント
　町教育委員会では、小さい時から本に親しんで
もらい、読書を通して豊かな心を育んでもらおう
と、小学１年生に本のプレゼントを行っています。
　５回目の今年は、６月22日に、佐藤町長が長崎
小学校と豊田小学校を訪れ、１年生の児童一人ひ
とりに、町立図書館「ほんわ館」のロゴが入った
手提げバックに入った本を手渡しました。
　この日贈られた本は、「よるのとしょかん」「カ
ブトムシがいきる森」「給食番長」「ふしぎなキャ
ンディーやさん」「いちねんせいになったあなた
へ」「バムとケロのにちようび」の６冊の中から、
事前に好きな本を選んでもらっていたものです。
また、ほんわ館をまだ利用したことのない児童に
は、利用カードも一緒に贈られました。
　佐藤町長が「本をたくさん読んで、いろんな想
像ができる子どもになってください。ほんわ館に
も遊びにきてくださいね」と声をかけながら手渡
すと、元気なお礼の返事をして、さっそく、うれ
しそうにもらった本をながめていました。

参観日で来校した保護者の方々もご一緒に（豊田小）佐藤町長から一人ひとりに絵本の入ったバッグが贈呈された

長崎小

豊田小

「早く読みたいな」もらった本を手に、笑顔で記念写真（長崎小）

第124話 岩谷観音堂の資料

　
文
化
財
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、

歴
史
的
な
時
代
の
特
色
を
持
つ
有

形
、
無
形
の
証
明
資
料
で
す
。
多

少
の
破
損
や
欠
損
が
あ
っ
て
も
、

総
合
的
に
は
時
代
の
文
化
を
立
証

で
き
る
資
料
で
、
保
存
状
態
の
良

し
悪
し
、
年
代
証
明
の
資
料
、
付

随
す
る
物
品
等
を
総
合
的
に
見
て

資
料
の
価
値
が
定
ま
り
ま
す
。

　
岩
谷
十
八
夜
観
音
堂
に
奉
納
さ

れ
て
い
た
庶
民
信
仰
の
資
料
は
合

計
９
５
１
点
あ
り
、
そ
の
内
訳

は
、ト
ド
サ
マ
37
点
、数じ

ゅ

珠ず

36
点
、

梓あ
ず
さ

弓ゆ
み

22
張
、
外げ

法ほ
う

箱ば
こ

７
点
、
占

い
具
23
点
、
剣
18
点
、
鏡
２
０
５

点
、
絵
馬
72
点
、
鰐わ

に

口ぐ
ち

・
鈴
類
12

点
、
祈
願
札
３
８
９
点
、
そ
の
他

に
１
３
０
点
の
物
品
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
物
品
１
３
０
点
の
中

に
仏
像
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

仏
像
の
彫
刻
に
つ
い
て
は
、
細
部

ま
で
検
討
を
必
要
と
し
、
本
殿
の

本
尊
２
体
に
つ
い
て
は
２
体
と
も

聖し
ょ
う
か
ん
ぜ
お
ん
ぞ
う

観
世
音
像
と
み
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
１
体
は
垂す

い

髪は
つ

や
印
相
か

ら
み
て
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

像ぞ
う

と
み
る
ほ
う

が
妥
当
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
承
和
２
年
の
銘
の
台
座
は
、
桐

材
を
粗
く
削
っ
て
い
て
、
彫
刻
技

術
上
さ
し
た
る
意
味
は
な
い
よ
う

で
あ
り
、
古
く
て
も
承
和
年
代
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
像
は
、
あ
る
い
は
日
月
寺

の
本
尊
と
し
て
祀
っ
て
い
た
も
の

を
、
何
ら
か
の
理
由
で
岩
谷
十
八

夜
観
音
堂
に
合
祀
し
た
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

ト
ド
サ
マ
：
託
宣
（
神
お
ろ
し
）

な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。
竹
や
木
の

棒
に
何
枚
も
の
布
を
縫
い
か
ぶ
せ

た
も
の
で
、
岩
谷
十
八
夜
観
音
堂

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
は
、
木
の
棒

の
も
の
は
２
体
だ
け
で
、
あ
と
は

す
べ
て
竹
の
棒
で
あ
る
。

梓
弓
：
口
寄
せ
（
仏
お
ろ
し
）
に

用
い
「
弓
の
上
の
対
面
」
と
い
う

こ
と
ば
も
あ
る
。
武
具
と
し
て
使

わ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
オ
ナ
カ

マ
用
と
し
て
特
別
に
製
作
し
た
も

の
も
あ
る
。

外
法
箱
：
オ
ナ
カ
マ
が
使
う
ト
ド

サ
マ
や
数
珠
な
ど
道
具
一
式
を
入

れ
て
お
く
木
製
の
箱
。
口
寄
せ
の

際
は
、
弓
の
弦
を
叩
く
音
の
共
鳴

箱
の
役
割
も
果
た
す
。

鰐
口
：
寺
社
の
軒
先
に
掛
け
、
前

面
に
垂
れ
た
縄
で
打
ち
鳴
ら
す
金

属
製
の
仏
具
。
鈴
を
平
た
く
し
た

よ
う
な
形
で
、
大
き
く
口
を
開
い

て
い
る
か
ら
鰐
口
と
い
う
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
10
章
第
１
節　
庶
民
と
信
仰

地
区
中
総
体
　
　
結
果

　
６
月
17
日
・
18
日
に
東
村
山
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
、ま
た
、
６
月
20
日
・

24
日
に
陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
中
山
中
の
生
徒
た
ち
が
日
頃
の
部
活
動
の
成
果

を
発
揮
し
、精
一
杯
戦
い
抜
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
優　
勝
（
県
大
会
出
場
）

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

■
準
優
勝

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子（
県
大
会
出
場
）

　
柔
道
男
子
（
県
大
会
出
場
）

　
剣
道
男
子
・
剣
道
女
子

■
第
３
位

　
野
球

　
卓
球
男
子
・
卓
球
女
子

■
優　
勝
（
い
ず
れ
も
県
大
会
出
場
）

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

 

柴
﨑　
愛
実
・
鈴
木　
楓
ペ
ア

　
柔
道
男
子
55
㎏
級 

大
泉　
　
晟

　
柔
道
男
子
60
㎏
級 

庄
司　
昂
生

　
柔
道
男
子
90
㎏
級 

安
達　
廣
斗

　
剣
道
男
子 

二
階
堂
心
大

　
陸
上
女
子
１
年
100
ｍ 

柏
倉　
う
み

　
陸
上
女
子
共
通
200
ｍ 

柏
倉　
う
み

　
陸
上
女
子
共
通
100
ｍ
ハ
ー
ド
ル

 

渡
辺　
美
優

■
第
２
位

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子　

 

江
端　
咲
笑
・
渡
邉　
清
良
ペ
ア

 

（
県
大
会
出
場
）

　
柔
道
男
子
55
㎏
級 
最
上　
　
魁

　
柔
道
男
子
60
㎏
級 

渡
邉　
晃
介

 

（
県
大
会
出
場
）

　
柔
道
男
子
81
㎏
級 

高
橋　
惟
庸

　
柔
道
女
子
70
㎏
超
級 

夛
田　
汐
夏

 

（
県
大
会
出
場
）

　
剣
道
男
子 

古
澤　
勇
人

 

（
県
大
会
出
場
）

　
剣
道
女
子 

近
松　
果
歩

 

（
県
大
会
出
場
）

　
陸
上
男
子
１
年
100
ｍ 

工
藤　
永
倭

 

（
県
大
会
出
場
）

■
第
３
位

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

 

荒
川　
春
樹
・
渡
辺　
爽
太
ペ
ア

 

（
県
大
会
出
場
）

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

 

松
田　
綾
菜
・
加
納　
京
依
ペ
ア

 

（
県
大
会
出
場
）

　
柔
道
男
子
50
㎏
級 

鈴
木　
叶
夢

　
柔
道
男
子
60
㎏
級 

佐
竹　
　
達

　
柔
道
男
子
73
㎏
級 

橋
本　
賢
弥

　
柔
道
男
子
90
㎏
超
級 

夛
田　
修
登

　
剣
道
男
子 

伊
賀　
圭
亮

　

 

（
県
大
会
出
場
）

　
陸
上
女
子
共
通
走
幅
跳

 

渡
辺　
美
優

■
敗
者
復
活

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

 

佐
東　
輝
・
佐
藤　
光
優
ペ
ア

 

（
県
大
会
出
場
）

団　
体

個　
人
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T o p i c s ひまわり広場

広
　
告

読書が好きな子になってね
　小学１年生に本のプレゼント
　町教育委員会では、小さい時から本に親しんで
もらい、読書を通して豊かな心を育んでもらおう
と、小学１年生に本のプレゼントを行っています。
　５回目の今年は、６月22日に、佐藤町長が長崎
小学校と豊田小学校を訪れ、１年生の児童一人ひ
とりに、町立図書館「ほんわ館」のロゴが入った
手提げバックに入った本を手渡しました。
　この日贈られた本は、「よるのとしょかん」「カ
ブトムシがいきる森」「給食番長」「ふしぎなキャ
ンディーやさん」「いちねんせいになったあなた
へ」「バムとケロのにちようび」の６冊の中から、
事前に好きな本を選んでもらっていたものです。
また、ほんわ館をまだ利用したことのない児童に
は、利用カードも一緒に贈られました。
　佐藤町長が「本をたくさん読んで、いろんな想
像ができる子どもになってください。ほんわ館に
も遊びにきてくださいね」と声をかけながら手渡
すと、元気なお礼の返事をして、さっそく、うれ
しそうにもらった本をながめていました。

参観日で来校した保護者の方々もご一緒に（豊田小）佐藤町長から一人ひとりに絵本の入ったバッグが贈呈された

長崎小

豊田小

「早く読みたいな」もらった本を手に、笑顔で記念写真（長崎小）

第124話 岩谷観音堂の資料

　
文
化
財
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、

歴
史
的
な
時
代
の
特
色
を
持
つ
有

形
、
無
形
の
証
明
資
料
で
す
。
多

少
の
破
損
や
欠
損
が
あ
っ
て
も
、

総
合
的
に
は
時
代
の
文
化
を
立
証

で
き
る
資
料
で
、
保
存
状
態
の
良

し
悪
し
、
年
代
証
明
の
資
料
、
付

随
す
る
物
品
等
を
総
合
的
に
見
て

資
料
の
価
値
が
定
ま
り
ま
す
。

　
岩
谷
十
八
夜
観
音
堂
に
奉
納
さ

れ
て
い
た
庶
民
信
仰
の
資
料
は
合

計
９
５
１
点
あ
り
、
そ
の
内
訳

は
、ト
ド
サ
マ
37
点
、数じ

ゅ

珠ず

36
点
、

梓あ
ず
さ

弓ゆ
み

22
張
、
外げ

法ほ
う

箱ば
こ

７
点
、
占

い
具
23
点
、
剣
18
点
、
鏡
２
０
５

点
、
絵
馬
72
点
、
鰐わ

に

口ぐ
ち

・
鈴
類
12

点
、
祈
願
札
３
８
９
点
、
そ
の
他

に
１
３
０
点
の
物
品
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
物
品
１
３
０
点
の
中

に
仏
像
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

仏
像
の
彫
刻
に
つ
い
て
は
、
細
部

ま
で
検
討
を
必
要
と
し
、
本
殿
の

本
尊
２
体
に
つ
い
て
は
２
体
と
も

聖し
ょ
う
か
ん
ぜ
お
ん
ぞ
う

観
世
音
像
と
み
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
１
体
は
垂す

い

髪は
つ

や
印
相
か

ら
み
て
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

像ぞ
う

と
み
る
ほ
う

が
妥
当
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
承
和
２
年
の
銘
の
台
座
は
、
桐

材
を
粗
く
削
っ
て
い
て
、
彫
刻
技

術
上
さ
し
た
る
意
味
は
な
い
よ
う

で
あ
り
、
古
く
て
も
承
和
年
代
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
像
は
、
あ
る
い
は
日
月
寺

の
本
尊
と
し
て
祀
っ
て
い
た
も
の

を
、
何
ら
か
の
理
由
で
岩
谷
十
八

夜
観
音
堂
に
合
祀
し
た
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

ト
ド
サ
マ
：
託
宣
（
神
お
ろ
し
）

な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。
竹
や
木
の

棒
に
何
枚
も
の
布
を
縫
い
か
ぶ
せ

た
も
の
で
、
岩
谷
十
八
夜
観
音
堂

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
は
、
木
の
棒

の
も
の
は
２
体
だ
け
で
、
あ
と
は

す
べ
て
竹
の
棒
で
あ
る
。

梓
弓
：
口
寄
せ
（
仏
お
ろ
し
）
に

用
い
「
弓
の
上
の
対
面
」
と
い
う

こ
と
ば
も
あ
る
。
武
具
と
し
て
使

わ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
オ
ナ
カ

マ
用
と
し
て
特
別
に
製
作
し
た
も

の
も
あ
る
。

外
法
箱
：
オ
ナ
カ
マ
が
使
う
ト
ド

サ
マ
や
数
珠
な
ど
道
具
一
式
を
入

れ
て
お
く
木
製
の
箱
。
口
寄
せ
の

際
は
、
弓
の
弦
を
叩
く
音
の
共
鳴

箱
の
役
割
も
果
た
す
。

鰐
口
：
寺
社
の
軒
先
に
掛
け
、
前

面
に
垂
れ
た
縄
で
打
ち
鳴
ら
す
金

属
製
の
仏
具
。
鈴
を
平
た
く
し
た

よ
う
な
形
で
、
大
き
く
口
を
開
い

て
い
る
か
ら
鰐
口
と
い
う
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
10
章
第
１
節　
庶
民
と
信
仰

地
区
中
総
体

　
　
結
果

　
６
月
17
日
・
18
日
に
東
村
山
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
、ま
た
、
６
月
20
日
・

24
日
に
陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
中
山
中
の
生
徒
た
ち
が
日
頃
の
部
活
動
の
成
果

を
発
揮
し
、精
一
杯
戦
い
抜
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
優　
勝
（
県
大
会
出
場
）

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

■
準
優
勝

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子（
県
大
会
出
場
）

　
柔
道
男
子
（
県
大
会
出
場
）

　
剣
道
男
子
・
剣
道
女
子

■
第
３
位

　
野
球

　
卓
球
男
子
・
卓
球
女
子

■
優　
勝
（
い
ず
れ
も
県
大
会
出
場
）

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

 

柴
﨑　
愛
実
・
鈴
木　
楓
ペ
ア

　
柔
道
男
子
55
㎏
級 

大
泉　
　
晟

　
柔
道
男
子
60
㎏
級 

庄
司　
昂
生

　
柔
道
男
子
90
㎏
級 

安
達　
廣
斗

　
剣
道
男
子 

二
階
堂
心
大

　
陸
上
女
子
１
年
100
ｍ 

柏
倉　
う
み

　
陸
上
女
子
共
通
200
ｍ 

柏
倉　
う
み

　
陸
上
女
子
共
通
100
ｍ
ハ
ー
ド
ル

 

渡
辺　
美
優

■
第
２
位

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子　

 

江
端　
咲
笑
・
渡
邉　
清
良
ペ
ア

 

（
県
大
会
出
場
）

　
柔
道
男
子
55
㎏
級 

最
上　
　
魁

　
柔
道
男
子
60
㎏
級 

渡
邉　
晃
介

 

（
県
大
会
出
場
）

　
柔
道
男
子
81
㎏
級 

高
橋　
惟
庸

　
柔
道
女
子
70
㎏
超
級 

夛
田　
汐
夏

 

（
県
大
会
出
場
）

　
剣
道
男
子 

古
澤　
勇
人

 

（
県
大
会
出
場
）

　
剣
道
女
子 

近
松　
果
歩

 

（
県
大
会
出
場
）

　
陸
上
男
子
１
年
100
ｍ 

工
藤　
永
倭

 

（
県
大
会
出
場
）

■
第
３
位

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

 

荒
川　
春
樹
・
渡
辺　
爽
太
ペ
ア

 

（
県
大
会
出
場
）

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

 

松
田　
綾
菜
・
加
納　
京
依
ペ
ア

 

（
県
大
会
出
場
）

　
柔
道
男
子
50
㎏
級 

鈴
木　
叶
夢

　
柔
道
男
子
60
㎏
級 

佐
竹　
　
達

　
柔
道
男
子
73
㎏
級 

橋
本　
賢
弥

　
柔
道
男
子
90
㎏
超
級 

夛
田　
修
登

　
剣
道
男
子 

伊
賀　
圭
亮

　

 

（
県
大
会
出
場
）

　
陸
上
女
子
共
通
走
幅
跳

 

渡
辺　
美
優

■
敗
者
復
活

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

 

佐
東　
輝
・
佐
藤　
光
優
ペ
ア

 

（
県
大
会
出
場
）

団　
体

個　
人
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T o p i c s ひまわり広場

広
　
告

広
　
告

まちの人口
（６月末現在）

人　口 人11,508 （前月比ー20人）

（男5,627人、女5,881人）

世帯数 世帯3,638 （前月比±０世帯）

人の動き
（６月届出分）

出生２人　転入10人

死亡15人　転出17人

【お詫びと訂正】
　６月15日発行の「広報なかやま」11ページ「中
山町歴史散策」コーナーの上段、右から５行目に
誤りがありました。正しくは、「一木造」です。
訂正してお詫びします。

多くの観客で埋め尽くされた楽天対ＤｅＮＡ戦

たくさんのお客さんが雅楽団の歌や
演奏を楽しんでいました

両チームにすももワインをプレゼント
（楽天対ＤｅＮＡ戦）

旬のサクランボで選手を激励
（ヤクルト対巨人戦）

町の地図を見て佐藤町長から歴史や地形の
話を聞く児童たち

大勢の観客で満員の
 スタジアム
見応えのプロ野球１軍戦

農家の指導で大豆植栽
長崎小３年生

社会科見学で役場を訪問
豊田小３年生

　「荘内銀行・日新製薬スタジアムやまがた」
で、プロ野球１軍公式戦として、６月６日
に「東北楽天ゴールデンイーグルス対横浜
ＤｅＮＡベイスターズ戦」が、６月27日に
は「東京ヤクルトスワローズ対読売ジャイ
アンツ戦」が行われました。
　いずれの試合も、迫力あるプロのプレー
を見ようと訪れた大勢の野球ファンでスタ
ジアムが埋め尽くされました。

　６月15日に、長崎小３
年生の児童が、学校の近
くの畑に大豆の種まきを
行いました。総合学習の
授業として、農家の佐藤
益治さん（新田町）の指

　６月23日に、豊田小３年生の児童が、町内の公共施設につ
いて調べようと、社会科見学を行いました。その勉強先のひ
とつとして、役場庁舎を訪れ、事務室や会議室を見学しました。
　町長室では、大きな声で佐藤町長にあいさつした後、児童
たちが事前に考えてきた質問をし、それに対し、町長室にはっ
てある地図を示しながら町長が答え、児童たちにとってとて
も有意義な時間となったようでした。

義援金を糸魚川へ
雅楽団がチャリティコンサート
　町内の音楽
愛好家の仲間
で結成されて
いる「雅

みやび
楽
がく
団
だん
」

（伊賀健代表）
が、６月15日
に中央公民館
を会場にし

　また、町から、特産の
すももワイン（楽天対Ｄ
ｅＮＡ戦）やサクランボ
（ヤクルト対巨人戦）が
それぞれのチームに手渡
され、「スポーツとフルー
ツの町」をアピールしな
がら、選手たちを激励し
ました。

一列になって大豆を植栽

導を受けて行ったものです。今回植えたのは、「里
のほほえみ」「茶豆」「秘伝豆」の３種類です。
　毎年、長崎小で大豆の栽培を教えている佐藤さん
の「草取りなどのお世話をして、大きく育ててくだ
さい」の言葉に、児童たちも「９月の収穫が楽しみ
です」と一生懸命まいていました。

て「新潟県糸
いといがわ
魚川市

し
大
たい
火
か
被災者支援コンサート」を

行いました。バンド演奏のほか、山辺町出身の歌手
青山ひかるさんの歌謡ショーに大勢の観客が訪れ、
114,316円の義援金が集まりました。この義援金は、
山形県共同募金会を通し、被災地に届けられること
になっています。
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＜格安スマホ＞
契約前にサービス内容を確認しましょう！
＜格安スマホ＞に関するトラブルが増加してい
ます。使用してみたところ今までの携帯電話と
同じサービスが受けられなかったという相談が
寄せられています。
【事例】
　格安スマホをインターネットから契約したが、
使い方や不明な点を問い合わせたくても実際の
店舗がなく、サポートの電話窓口は何度かけて
も話し中でつながらない。
●自分の現在の利用状況を把握した上で、ホー
　ムページやパンフレット等で格安スマホ会社
　が提供しているサービスを確認しましょう。　
●今まで使っていたスマートフォン等の端末
　を引き続き使えるかどうか確認しましょう。
●中古端末を購入する場合は、ネットワーク利
　用制限対象の端末でないか確認しましょう。
●格安スマホ会社の回線を利用するための手続
　きと、利用開始日を確認しましょう。

消費生活の窓口から

※ご相談・お問い合わせ先
　中山町消費生活相談窓口
　（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２ - ２５９３
　相談受付　役場①番窓口　月～金曜日
　　午前８時 30分～午後４時（祝日除く）

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

№1285

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

①固定資産税　　　　　　２期
②国民健康保険税　　　　１期
③介護保険料　　　　　　１期
④後期高齢者医療保険料　１期

納期限　７月31日（月）
今 月 の 納 税 等

※ ①、②はコンビニエンスストアでも納付が可能です。
【納税通知書の発送について】

　②、③、④の納税通知書等については７月14日（金）
に発送します。お手元に届いた方は内容をご確認の
上、納付してください。
※お問い合わせ先　
　住民税務課税務Ｇ　☎６６２‐２１１２

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、

今
年
度
の
特
定
健
診
の
受
診
申
込
み
が
な

か
っ
た
方
に
、
特
定
健
診
受
診
を
お
勧
め
す

る
電
話
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
、
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認

し
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
大
切
な
機
会
で

す
。
通
院
治
療
中
の
方
も
対
象
と
な
り
、
今

か
ら
で
も
申
込
み
が
可
能
で
す
。

※ 

特
定
健
診
と
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
康
診
断
で
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期
に
発
見

し
、
該
当
者
に
は
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
の
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

年
に
１
度
は
特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

※
勧
奨
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

※
特
定
健
診
の
内
容
・
お
申
込
み
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

医
療
証
の
更
新
手
続
き
を　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

　
身
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医
療
証
と

親
親
子
す
こ
や
か
医
療
証
の
有
効
期
限
は
毎

年
６
月
30
日
に
満
了
し
、
更
新
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
医
療
証
の
更
新
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
至
急
更
新
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

● 

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
場
所　
役
場
住
民
税
務
課　
③
番
窓
口

● 

持
ち
物　
現
在
お
持
ち
の
医
療
証
、
印
か

ん
（
認
印
可
）、
該
当
者
が
加
入
す
る
健

康
保
険
証
、 

障
が
い
の
程
度
が
確
認
で
き

る
も
の
（
身
の
み
）、（
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

障
害
年
金
の
支
払
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）
等
）、

特
別
な
事
由
に
よ
り
就
労
が
困
難
な
場
合

贈
ら
な
い
！
求
め
な
い
！　

　
受
け
取
ら
な
い
！

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
選
挙
管
理
委
員
会

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

　
夏
季
は
、
お
中
元
や
地
域
の
お
祭
り
な
ど

で
贈
り
物
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
政
治
家

が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

は
、
時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
、
暑
中
見
舞
状
等
の
あ
い
さ
つ

状
を
出
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
禁
止

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

の
証
明
書
類
等
（
親
で
扶
養
者
が
就
労
し

て
い
な
い
場
合
）。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
が
８
月

1
日
に
更
新
さ
れ
る
た
め
、
７
月
下
旬
に
新

し
い
保
険
証
（
桃
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
や
氏
名

に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
、
８
月
か
ら
新
し

い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
有

効
期
限
を
過
ぎ
た
保
険
証
は
住
民
税
務
課
③

番
窓
口
に
お
返
し
い
た
だ
く
か
、
個
人
情
報

が
読
み
取
れ
な
い
よ
う
裁
断
し
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
で

　
お
で
か
け
し
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

　
大
郷
明
治
交
通
サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議
会
が

運
営
す
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ス

マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
」
を
利
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
は
月
・
水
・

金
の
週
３
日
、
中
山
町
か
ら
山
形
市
ま
で
予

約
を
受
け
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
利

用
す
る
際
は
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

■ 

山
形
県
観
光
物
産
市
見
学
企
画

● 

日
時　
８
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
頃
〜

午
後
３
時
30
分
頃

● 

内
容　
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
を
利
用
し

て
、
観
光
物
産
市
（
同
時
開
催
：
花
笠
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
を
見
学
し
ま
す
。

お
近
く
の
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
停
留
所

か
ら
第
３
便
で
山
形
市
中
心
部
へ
↓
自
由

行
動
（
約
２
時
間
半
）
↓
第
７
便
で
中
山

町
へ

● 

料
金　
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
利
用
料
金

の
実
費
負
担　
　

● 

申
込
み　
８
月
１
日
（
火
）
ま
で
明
治
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
８
４
‐
７

　

 

３
３
３
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
乗

合
タ
ク
シ
ー
へ
の
予
約
は
不
要
で
す
）。

●
初
回
利
用
時
の
利
用
登
録

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
防
除
を
実
施
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
航
空
防
除
協
議
会

 

☎
６
６
２
‐
５
３
３
４

　
今
年
も
水
稲
病
害
虫
の
防
除
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
中
山
町
の
良
質
米
、
安
定
生
産
を

守
る
た
め
、
長
崎
地
区
、
豊
田
地
区
の
水
田

約
４
２
０
ha
を
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
４
機
で
防
除

作
業
を
実
施
し
ま
す
。

● 

散
布
期
間
・
対
象
病
害
虫
・
使
用
薬
剤　

▼
７
月
23
日
（
日
）
〜
28
日
（
金
）
／
葉

　
現
在
、臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
２
月
中
旬
に
町
か

ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
申
請

締
切
り
は
平
成
29
年
７
月
31
日
で
す
。
詳
細

は
２
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

対
象　
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
中
山

町
に
住
民
登
録
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度

分
の
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
い
な
い
方
。

た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

●
給
付
額　
１
人
あ
た
り
１
万
５
０
０
０
円

● 

受
付
会
場　
健
康
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
お
よ
び
役
場
総
合
窓
口
で
受
け

付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

 （
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
）

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

締
め
切
り
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

支
給
申
請
書
受
付
に
関
し
て　

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　

 

政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ
ま
で
会
員
登
録

申
込
書
を
提
出
す
る
か
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

い
も
ち
、
紋
枯
病
、
カ
メ
ム
シ
類
、
ウ
ン

カ
類
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
／
ア
ミ
ス

タ
ー
ト
レ
ボ
ン
Ｓ
Ｅ

　

 

▼
８
月
16
日（
水
）〜
20
日（
日
）／
カ
メ
ム

シ
類
、
ウ
ン
カ
類
／
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10

●
そ
の
他

10
ａ
あ
た
り
の
散
布
量
は
８
倍
液
８
０
０

㎖
の
散
布
。
散
布
時
間
は
午
前
５
時
〜
午

後
５
時
頃
（
当
日
雨
天
の
場
合
は
順
延
）。

病
害
虫
発
生
状
況
に
よ
り
、
使
用
農
薬
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

早
朝
、
休
日
の
場
合
は
Ｊ
Ａ
北
部
の
板
坂

（
☎
０
９
０
‐
７
３
２
０
‐
４
２
８
１
）

ま
た
は
武
田
（
☎
０
９
０
‐
５
８
４
２
‐

０
７
８
６
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

17 16

お知らせ版

29.7.15 29.7.15



＜格安スマホ＞
契約前にサービス内容を確認しましょう！
＜格安スマホ＞に関するトラブルが増加してい
ます。使用してみたところ今までの携帯電話と
同じサービスが受けられなかったという相談が
寄せられています。
【事例】
　格安スマホをインターネットから契約したが、
使い方や不明な点を問い合わせたくても実際の
店舗がなく、サポートの電話窓口は何度かけて
も話し中でつながらない。
●自分の現在の利用状況を把握した上で、ホー
　ムページやパンフレット等で格安スマホ会社
　が提供しているサービスを確認しましょう。　
●今まで使っていたスマートフォン等の端末
　を引き続き使えるかどうか確認しましょう。
●中古端末を購入する場合は、ネットワーク利
　用制限対象の端末でないか確認しましょう。
●格安スマホ会社の回線を利用するための手続
　きと、利用開始日を確認しましょう。

消費生活の窓口から

※ご相談・お問い合わせ先
　中山町消費生活相談窓口
　（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２ - ２５９３
　相談受付　役場①番窓口　月～金曜日
　　午前８時 30分～午後４時（祝日除く）

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

№1285

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

①固定資産税　　　　　　２期
②国民健康保険税　　　　１期
③介護保険料　　　　　　１期
④後期高齢者医療保険料　１期

納期限　７月31日（月）
今 月 の 納 税 等

※ ①、②はコンビニエンスストアでも納付が可能です。
【納税通知書の発送について】

　②、③、④の納税通知書等については７月14日（金）
に発送します。お手元に届いた方は内容をご確認の
上、納付してください。
※お問い合わせ先　
　住民税務課税務Ｇ　☎６６２‐２１１２

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、

今
年
度
の
特
定
健
診
の
受
診
申
込
み
が
な

か
っ
た
方
に
、
特
定
健
診
受
診
を
お
勧
め
す

る
電
話
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
、
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認

し
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
大
切
な
機
会
で

す
。
通
院
治
療
中
の
方
も
対
象
と
な
り
、
今

か
ら
で
も
申
込
み
が
可
能
で
す
。

※ 

特
定
健
診
と
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
康
診
断
で
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期
に
発
見

し
、
該
当
者
に
は
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
の
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

年
に
１
度
は
特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

※
勧
奨
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

※
特
定
健
診
の
内
容
・
お
申
込
み
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

医
療
証
の
更
新
手
続
き
を　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

　
身
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医
療
証
と

親
親
子
す
こ
や
か
医
療
証
の
有
効
期
限
は
毎

年
６
月
30
日
に
満
了
し
、
更
新
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
医
療
証
の
更
新
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
至
急
更
新
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

● 

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
場
所　
役
場
住
民
税
務
課　
③
番
窓
口

● 

持
ち
物　
現
在
お
持
ち
の
医
療
証
、
印
か

ん
（
認
印
可
）、
該
当
者
が
加
入
す
る
健

康
保
険
証
、 

障
が
い
の
程
度
が
確
認
で
き

る
も
の
（
身
の
み
）、（
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

障
害
年
金
の
支
払
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）
等
）、

特
別
な
事
由
に
よ
り
就
労
が
困
難
な
場
合

贈
ら
な
い
！
求
め
な
い
！　

　
受
け
取
ら
な
い
！

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
選
挙
管
理
委
員
会

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

　
夏
季
は
、
お
中
元
や
地
域
の
お
祭
り
な
ど

で
贈
り
物
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
政
治
家

が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

は
、
時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
、
暑
中
見
舞
状
等
の
あ
い
さ
つ

状
を
出
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
禁
止

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

の
証
明
書
類
等
（
親
で
扶
養
者
が
就
労
し

て
い
な
い
場
合
）。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
が
８
月

1
日
に
更
新
さ
れ
る
た
め
、
７
月
下
旬
に
新

し
い
保
険
証
（
桃
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
や
氏
名

に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
、
８
月
か
ら
新
し

い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
有

効
期
限
を
過
ぎ
た
保
険
証
は
住
民
税
務
課
③

番
窓
口
に
お
返
し
い
た
だ
く
か
、
個
人
情
報

が
読
み
取
れ
な
い
よ
う
裁
断
し
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
で

　
お
で
か
け
し
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

　
大
郷
明
治
交
通
サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議
会
が

運
営
す
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ス

マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
」
を
利
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
は
月
・
水
・

金
の
週
３
日
、
中
山
町
か
ら
山
形
市
ま
で
予

約
を
受
け
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
利

用
す
る
際
は
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

■ 

山
形
県
観
光
物
産
市
見
学
企
画

● 

日
時　
８
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
頃
〜

午
後
３
時
30
分
頃

● 

内
容　
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
を
利
用
し

て
、
観
光
物
産
市
（
同
時
開
催
：
花
笠
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
を
見
学
し
ま
す
。

お
近
く
の
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
停
留
所

か
ら
第
３
便
で
山
形
市
中
心
部
へ
↓
自
由

行
動
（
約
２
時
間
半
）
↓
第
７
便
で
中
山

町
へ

● 

料
金　
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
利
用
料
金

の
実
費
負
担　
　

● 

申
込
み　
８
月
１
日
（
火
）
ま
で
明
治
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
８
４
‐
７

　

 

３
３
３
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
乗

合
タ
ク
シ
ー
へ
の
予
約
は
不
要
で
す
）。

●
初
回
利
用
時
の
利
用
登
録

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
防
除
を
実
施
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
航
空
防
除
協
議
会

 

☎
６
６
２
‐
５
３
３
４

　
今
年
も
水
稲
病
害
虫
の
防
除
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
中
山
町
の
良
質
米
、
安
定
生
産
を

守
る
た
め
、
長
崎
地
区
、
豊
田
地
区
の
水
田

約
４
２
０
ha
を
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
４
機
で
防
除

作
業
を
実
施
し
ま
す
。

● 

散
布
期
間
・
対
象
病
害
虫
・
使
用
薬
剤　

▼
７
月
23
日
（
日
）
〜
28
日
（
金
）
／
葉

　
現
在
、臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
２
月
中
旬
に
町
か

ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
申
請

締
切
り
は
平
成
29
年
７
月
31
日
で
す
。
詳
細

は
２
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

対
象　
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
中
山

町
に
住
民
登
録
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度

分
の
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
い
な
い
方
。

た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

●
給
付
額　
１
人
あ
た
り
１
万
５
０
０
０
円

● 

受
付
会
場　
健
康
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
お
よ
び
役
場
総
合
窓
口
で
受
け

付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

 （
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
）

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

締
め
切
り
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

支
給
申
請
書
受
付
に
関
し
て　

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　

 

政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ
ま
で
会
員
登
録

申
込
書
を
提
出
す
る
か
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

い
も
ち
、
紋
枯
病
、
カ
メ
ム
シ
類
、
ウ
ン

カ
類
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
／
ア
ミ
ス

タ
ー
ト
レ
ボ
ン
Ｓ
Ｅ

　

 

▼
８
月
16
日（
水
）〜
20
日（
日
）／
カ
メ
ム

シ
類
、
ウ
ン
カ
類
／
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10

●
そ
の
他

10
ａ
あ
た
り
の
散
布
量
は
８
倍
液
８
０
０

㎖
の
散
布
。
散
布
時
間
は
午
前
５
時
〜
午

後
５
時
頃
（
当
日
雨
天
の
場
合
は
順
延
）。

病
害
虫
発
生
状
況
に
よ
り
、
使
用
農
薬
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

早
朝
、
休
日
の
場
合
は
Ｊ
Ａ
北
部
の
板
坂

（
☎
０
９
０
‐
７
３
２
０
‐
４
２
８
１
）

ま
た
は
武
田
（
☎
０
９
０
‐
５
８
４
２
‐

０
７
８
６
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●
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ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【7月16日～8月15日（7/1現在）】

●全６コースのうち、上記のコースが
　大会などで独占して使用されますの
　で、一般の使用ができません。
●独占使用の申請受付は使用日の１か月
　前で終了します。

期　日 使用コース 時　間　帯
7/23（日）Ｄ・Ｅ・Ｆコース 8:00 ～ 17:00

※ご予約・お問い合わせ先
　総合体育館　☎６６２ - ２３００

7/25（火）Ｄ・Ｅ・Ｆコース 8:20 ～ 17:00

国民健康保険税の改正について
　地方税制の改正により、中低所得層の保険税負担の軽減を図るため、平成29年度の国
民健康保険税について低所得世帯への軽減措置の拡充が行われることになりました。

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２ - ２１１２

○低所得世帯に対する保険税軽減措置の拡充

改正後

世帯主とその世帯に属する被保険者の前年中の所得合計

７割軽減

均等割と
平等割の軽減割合

５割軽減
２割軽減
７割軽減
５割軽減
２割軽減

33万円＋（480,000 円×被保険者数）以下

33万円以下

33万円＋（270,000 円×被保険者数）以下
33万円＋（490,000 円×被保険者数）以下

★軽減判定する際の被保険者には、特定同一世帯所属者（国民健康保険から後期高齢者医療制度に移った
　方でその後も同じ世帯に属する方）が含まれます。ただし、世帯に所得が不明の未申告者がいる場合は
　軽減判定が行えません。　
★国民健康保険税の年税額については、毎年７月中旬に被保険者のいる世帯の世帯主宛に納税通知書を送
　付します。お手元に届きましたら必ずご確認ください。

　軽減措置の対象を拡大するため、軽減基準額が次のとおり変更となりました。
　なお、軽減を受けるための申請は不要です。世帯の所得状況により判定を行い、該当
する場合は、均等割（被保険者１人あたりにかかる額）および平等割（１世帯あたりに
かかる額）に軽減割合が適用されます。

改正前

33 万円以下

33万円＋（265,000 円×被保険者数）以下

●販売開始　７月30日（日）～　※完売次第終了
●販売場所　
　７月30日…中央公民館（午前10時～午後３時）
　７月31日以降…町商工会（土・日曜日、祝日を除く
 　　　　　　　午前９時～午後４時）
●内　　容　１セット１万円（1,000円券×11枚）
         　　　１人10セットまで、１世帯上限50セット
（他世帯の代理購入は原則不可、同一世帯の場合は代表者のみお越しください）
●利用期間　７月30日～平成30年１月15日
◆中山町商品券振興会加盟店はノボリとポスターが目印です
※お問い合わせ先　中山町商工会　☎６６２ - ２２０７

１０％もお得！
ひまわり商品券 を販売します

平成 30 年４月から国民健康保険制度が変わります
　国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、平成30年４月からは、都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政
運営や効率的な事業運営の確保等の国保運営に中心的な役割を担います。市町村は、資格管理、保険給付、国保税の賦課・徴
収、保健事業などを引き続き行います。

※お問い合わせ先　住民税務課住民Ｇ（役場１階③番窓口）　☎６６２ - ２１１３

都道府県と市町村の役割分担
都道府県の主な役割

・財政運営の責任主体
・国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、広域化を推進
・市町村ごとの標準保険税率を算定･公表

・保険給付費等交付金の市町村への支払い
・市町村に対する助言・支援

市町村の主な役割
・国保事業費納付金を都道府県に納付
・資格を管理（被保険者証等の発行）
・標準保険税率等を参考に保険税率を決定
・保険税の賦課・徴収
・保険給付の決定・支給
・保健事業の実施

　持続可能な社会保障制度の確立を図るため、制度見直しにご理解とご協力をお願いいたします。

中
山
町
戦
没
者
追
悼
式　

の
開
催
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
先
の
大
戦
に
よ
り
尊
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た

中
山
町
戦
没
者
の
御
霊
を
追
悼
す
る
た
め
、

左
記
に
よ
り
中
山
町
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

し
ま
す
。
一
般
の
方
も
ご
自
由
に
ご
参
列
く

だ
さ
い
。

●
日
時　
８
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

●
場
所　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

中
山
町
消
防
操
法
大
会　

　
　
　
の
開
催
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
危
機
管
理
Ｇ　

 

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

　
中
山
町
消
防
団
に
よ
る
消
防
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
訓
練
を
重
ね
て
き
た
実
践
さ
な
が
ら
の
放

水
、
機
敏
な
行
動
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
声
援
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
７
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時
開
始

● 

会
場　
最
上
川
河
川
敷
地
内
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
※ 

雨
天
等
の
場
合
は
、
大
会
が
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

就
学
時
健
診
を　
　
　
　

　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ

 
☎
６
６
２
‐
５
４
８
４

●
期
日　
８
月
３
日
（
木
）

●
受
付
時
間　
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

対
象　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
平
成
23
年

４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

※ 

対
象
者
に
７
月
下
旬
に
個
人
通
知
を
郵
送

し
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

 

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

●
募
集
人
員　
若
干
名

● 

雇
用
期
間　
７
月
25
日
〜
３
月
31
日
（
更

新
の
可
能
性
あ
り
）

● 

勤
務
日　
①
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日　
午

後
２
時
〜
７
時
（
豊
田
小
学
校
の
下
校
時

間
に
合
わ
せ
て
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）。

②
毎
週
土
曜
日
、豊
田
小
学
校
の
夏・冬・

春
休
み
期
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６

時
15
分
（
行
事
に
よ
り
勤
務
時
間
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

● 

勤
務
場
所　
中
山
町
豊
田
地
区
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
（
愛
称

‥

た
か
と
り
ク
ラ
ブ　

　
豊
田
地
区
農
業
集
落
多
目
的
集
会
施
設
内
）

● 

応
募
締
切　
７
月
25
日
（
火
）
正
午
（
本

人
自
筆
写
真
付
履
歴
書
必
着
）

● 

賃
金　
保
育
士
登
録
証
、
教
員
免
許
状
、

保
健
師
・
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
免

許
状
等
の
あ
る
方
…
時
給
１
０
０
０
円
、

そ
れ
以
外
の
方
…
時
給
８
０
０
円

　
※
２
㎞
以
上
交
通
費
支
給
有

● 

面
接
試
験
日　
随
時
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
※ 

勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を

 

開
設
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
弁
護
士
が

助
言
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

日
時　
７
月
26
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分

〜
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容　
財
産
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
、

家
族
問
題
な
ど

◆ 

先
着
５
組
。
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

有
害
鳥
獣
等
捕
獲
を

 

実
施
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
４

　
町
内
に
お
い
て
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作

物
等
へ
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
左

記
に
よ
り
、
わ
な
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
ま

す
。
な
お
設
置
箇
所
に
は
標
識
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
鳥
獣　
イ
ノ
シ
シ

●
期
間　
７
月
24
日
〜
10
月
20
日

●
場
所　
豊
田
地
区

●
捕
獲
方
法　
わ
な
（
箱
わ
な
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
出
張

　
　
個
別
相
談
の
ご
案
内

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
「
山
形
県
ひ
と
り
親
応
援
セ
ン
タ
ー
」
の

相
談
員
に
よ
る
出
張
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

● 

日
時　
８
月
９
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

●
場
所　
健
康
福
祉
課　
相
談
室

● 

相
談
内
容　
就
労
、
子
育
て
の
悩
み
、
教

育
、
養
育
費
、
生
活
費
な
ど
個
別
に
対
応

し
ま
す
。

●
対
象　
町
内
の
ひ
と
り
親
家
庭

※ 

申
込
み
は
不
要
で
す
が
、
相
談
希
望
者
の

人
数
に
よ
り
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

● 

捕
獲
従
事
者　
中
山
町
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
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●試　験　日　９月17日（日）
●試験会場　最上川中部水道企業団事務所
　　　　　　　　　（中山町大字長崎4848）
●試験区分　初級土木・初級建築・初級電気
●採用予定　若干名
●応募資格　
　・平成元年４月２日～平成12年４月１日
　　までに生まれた方
　・日本国籍を有し、地方公務員法第16条
　　に該当しない方
●応募手続　
　受験申込書を記入し、持参または郵送で
　提出してください。
　※受験申込書は、企業団事務所で交付し
　　ます。郵送で取り寄せる場合は送付先
　　住所を明記し、140円切手を貼った返信
　　用の角２号の封筒を同封してください。
●申込受付期間　
　７月14日（金）～８月11日（金）必着
●申込受付時間
　午前８時30分～午後５時
　　　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）　
●採用の方法
　筆記試験、作文・面接により選考

最上川中部水道企業団
　　　　　　　職員募集

※お問い合わせ先
　最上川中部水道企業団業務課
　　　　☎６６２-２１６３

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母 子 手 帳 交 付 ７/25（火）
９：00～10：00

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います（この日時
で妊婦さんご本人の都合がつかない方はご連絡く
ださい）。
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が確認

できるもの（個人番号カード、個人番
号通知カード等）と本人確認できるも
の（運転免許証等）

育 児 相 談 会
（予約制）

７/25（火）
10：30～11：30

育児全般について、保健師または管理栄養士が相
談に応じます。前日まで電話でご連絡ください。

定 期 健 康 相 談 ７/25（火）
10：30～11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行いま
す。

乳 児 健 診

７/26（水）
３か月児
13：10集合
11か月児
13：00集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成28年８月・29年４月生まれの子どもと前回未
受診の子ども
●持ち物　母子手帳・バスタオル・問診票・交換

用おむつ（11か月児は歯ブラシも）

総 合 検 診

７/28（金）
受付時間

７：40～９：30

保健福祉
センター
検診ホール

柳町、川端、下川、土橋地区の方
※送迎バス時刻
　旧川端警鐘台跡７：20、浦山園芸前７：23、柳町公民館７：
　28、豊田地区農業集落多目的集会施設（土橋）７：38

８/１（火）
受付時間

７：40～９：30

保健福祉
センター
検診ホール

新町、柳沢地区の方
※送迎バス時刻
　ライズバス停前７：20、大津商店前７：30

特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診を申し込まれた方。
申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください。
●持ち物　問診票、採尿容器、採便容器、前年度または前々年度の特定健診結果、検

診料金。40歳以上の方は、医療保険証を必ずお持ちください。
◆詳しくは、平成29年度中山町健康診断実施の案内をご覧ください（申し込まれた方
に送付しています）。

もぐもぐごっくん
教 室

８/２（水）
受付時間
９：30集合

保健福祉
センター
２階和室

平成29年１月～３月生まれの子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について、お話と調理

実習

乳 が ん ・
子 宮 頸 が ん ・
骨粗しょう症検診

８/４（金）
集合時間・場所：
山形県成人病検査センター
　　　　　　　（寒河江市）
直接検診会場に行く方は、
13：30までお越しください。
※申し込まなかった方で希望する
場合は、健康づくりＧにご連絡
ください。

中原団地、広瀬団地、西町、南小路、三軒屋、落
合、文新田、いずみで該当する方
※送迎バス時刻
落合構造改善センター12：30、三軒屋公民館12：32、
文新田生活改善センター12：40、東部地区多目的交流
センター（旭町）12：45、中央公民館12：55
対象地区で次に該当する方
・子宮頸がん検診　20歳以上の女性
・乳がん検診　40歳以上の女性
・骨粗しょう症検診　
　40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の女性
●持ち物　問診票、検診料金、国保加入者は保険証
※詳しくは、平成29年中山町健康診断実施のご案
内をご覧ください（申し込まれた方に送付して
います）。

い
の
ち
の
教
育
講
演
会
の
ご
案
内

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
５
４
８
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子
ど
も
達
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ

て
容
易
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
る
環
境

が
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
達
は
も

と
よ
り
、
子
ど
も
達
を
保
護
・
教
育
・
指
導

す
る
立
場
に
あ
る
す
べ
て
の
方
を
対
象
と
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
・
安
全
利
用
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　
７
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
50
分

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い　

　
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す

※
お
問
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合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ
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● 

日
時　
８
月
２
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午

後
０
時
30
分
頃

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
、

離
乳
食
の
作
り
方
、
講
話
等

● 

対
象　
小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生　
先
着

７
名
程
度

● 

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
（
体
育
着
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

● 

申
込
方
法　
７
月
18
日（
火
）〜
25
日（
火
）

ま
で
に
保
護
者
の
方
が
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ほ
ん
わ
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
お
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い
合
わ
せ
先
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課
生
涯
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習
Ｇ
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■「
夕
涼
み
浴
衣
で
図
書
館
〜
怪
談
ナ
イ
ト
〜
」

● 

日
時　
７
月
30
日
（
日
）
午
後
７
時
〜
７

時
45
分

●
場
所　
ほ
ん
わ
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

▼ 

浴
衣
の
着
付
け
を
手
伝
い
ま
す
!!
…
午
後

５
時
〜
６
時
30
分
、
多
目
的
室
（
浴
衣
や

小
物
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）　
▼
う
ち
わ

に
折
り
紙
で
お
花
を
作
っ
て
飾
り
ま
し
ょ

う
…
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
45
分
、
郷
土

室　
▼
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
…
午
後
６
時
〜
８

時
30
分
（
怪
談
話
の
間
は
閉
店
し
ま
す
）

■
「
ほ
ん
わ
館
か
ら
の
挑
戦
状
」

　
今
年
も
や
り
ま
す
挑
戦
状
!!
こ
の
夏
、
ほ

ん
わ
館
か
ら
新
た
な
挑
戦
状
が
！
小
学
生
以

下
な
ら
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

● 

日
時　

７
月
29
日
（
土
）
〜
８
月
13
日

（
日
）

●
場
所　
ほ
ん
わ
館
特
設
カ
ウ
ン
タ
ー

【 

時
間
外
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
お
知
ら
せ
】

　
①
や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構
（
☎
６
８
８

‐
６
５
１
１
）　
②
７
月
26
日
・
８
月
30

日
・
９
月
27
日
・
10
月
25
日
・
11
月
29

日
・
12
月
20
日
・
平
成
30
年
１
月
31
日
・

２
月
28
日
・
３
月
14
日
（
い
ず
れ
も
水

曜
日
）、
受
付
時
間
…
午
後
５
時
30
分
〜

７
時　
③
山
形
検
診
セ
ン
タ
ー　
④
▼
乳

が
ん
検
診
…
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
40
歳
代
・
２
方
向
、
50
歳
以
上
・
１
方

向
）、
乳
房
超
音
波
検
査
（
40
歳
代
・
希

望
者
）
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
細
胞
診　

〜
11
時
40
分

●
会
場　
中
山
中
学
校
体
育
館

● 

講
師　
大
本　
修
平
氏
（
総
務
省
東
北
総

合
通
信
局
）

● 

演
題　
『
e
‐
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン　
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
・
安
全
な
利
用
の

た
め
に
』

●
持
ち
物　
内
履
き

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

⑤
▼
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
以
上　
▼
子
宮

頸
が
ん
検
診
…
20
歳
以
上
・
各
15
名
程
度

⑥
▼
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
代
４
８
６
０
円
、

50
歳
以
上
３
２
４
０
円
、
乳
房
超
音
波
検

査
…
３
０
２
４
円　
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診

４
３
２
０
円　
⑦
電
話
申
し
込
み　
⑧
お

仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
く
受
診
で
き
な
い

方
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
、
夕
方
か
ら
の

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

【 HAPPY CO
M
E CO

M
E

８
０
２
０
達

成
者
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
】

　
①
山
形
県
歯
科
医
師
会
（
☎
６
３
２
‐

８
０
２
０
）　
⑤
山
形
県
内
に
在
住
し
、

80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
持
つ

お
元
気
な
方
（
過
去
に
応
募
し
た
方
は
除

く
）　
⑦
7
月
19
日
（
水
）
〜
８
月
18
日

（
金
）
ま
で
県
内
各
歯
科
医
院
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成29年　夏の安全町民運動　７月21日（金）～８月20日（日）
交通ルールを守って　楽しい夏を・・・
　夏は長期休暇、レジャー、暑さから水の事故や交通事故
が多くなる傾向にあります。一人ひとりが気を引き締めて
事故にあわない、起こさないように注意しましょう！

・人も車も自転車も、しっかり止まって、はっきり確認
・自動車は、早め点灯・ハイビームを活用しましょう
・歩行者、自転車は反射材を活用しましょう
・地域、学校、職場でも安全の声掛けをしましょう

車に乗ったら全員
シートベルトを締
めましょう
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●試　験　日　９月17日（日）
●試験会場　最上川中部水道企業団事務所
　　　　　　　　　（中山町大字長崎4848）
●試験区分　初級土木・初級建築・初級電気
●採用予定　若干名
●応募資格　
　・平成元年４月２日～平成12年４月１日
　　までに生まれた方
　・日本国籍を有し、地方公務員法第16条
　　に該当しない方
●応募手続　
　受験申込書を記入し、持参または郵送で
　提出してください。
　※受験申込書は、企業団事務所で交付し
　　ます。郵送で取り寄せる場合は送付先
　　住所を明記し、140円切手を貼った返信
　　用の角２号の封筒を同封してください。
●申込受付期間　
　７月14日（金）～８月11日（金）必着
●申込受付時間
　午前８時30分～午後５時
　　　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）　
●採用の方法
　筆記試験、作文・面接により選考

最上川中部水道企業団
　　　　　　　職員募集

※お問い合わせ先
　最上川中部水道企業団業務課
　　　　☎６６２-２１６３

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母 子 手 帳 交 付 ７/25（火）
９：00～10：00

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います（この日時
で妊婦さんご本人の都合がつかない方はご連絡く
ださい）。
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が確認

できるもの（個人番号カード、個人番
号通知カード等）と本人確認できるも
の（運転免許証等）

育 児 相 談 会
（予約制）

７/25（火）
10：30～11：30

育児全般について、保健師または管理栄養士が相
談に応じます。前日まで電話でご連絡ください。

定 期 健 康 相 談 ７/25（火）
10：30～11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行いま
す。

乳 児 健 診

７/26（水）
３か月児
13：10集合
11か月児
13：00集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成28年８月・29年４月生まれの子どもと前回未
受診の子ども
●持ち物　母子手帳・バスタオル・問診票・交換

用おむつ（11か月児は歯ブラシも）

総 合 検 診

７/28（金）
受付時間

７：40～９：30

保健福祉
センター
検診ホール

柳町、川端、下川、土橋地区の方
※送迎バス時刻
　旧川端警鐘台跡７：20、浦山園芸前７：23、柳町公民館７：
　28、豊田地区農業集落多目的集会施設（土橋）７：38

８/１（火）
受付時間

７：40～９：30

保健福祉
センター
検診ホール

新町、柳沢地区の方
※送迎バス時刻
　ライズバス停前７：20、大津商店前７：30

特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診を申し込まれた方。
申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください。
●持ち物　問診票、採尿容器、採便容器、前年度または前々年度の特定健診結果、検

診料金。40歳以上の方は、医療保険証を必ずお持ちください。
◆詳しくは、平成29年度中山町健康診断実施の案内をご覧ください（申し込まれた方
に送付しています）。

もぐもぐごっくん
教 室

８/２（水）
受付時間
９：30集合

保健福祉
センター
２階和室

平成29年１月～３月生まれの子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について、お話と調理

実習

乳 が ん ・
子 宮 頸 が ん ・
骨粗しょう症検診

８/４（金）
集合時間・場所：
山形県成人病検査センター
　　　　　　　（寒河江市）
直接検診会場に行く方は、
13：30までお越しください。
※申し込まなかった方で希望する
場合は、健康づくりＧにご連絡
ください。

中原団地、広瀬団地、西町、南小路、三軒屋、落
合、文新田、いずみで該当する方
※送迎バス時刻
落合構造改善センター12：30、三軒屋公民館12：32、
文新田生活改善センター12：40、東部地区多目的交流
センター（旭町）12：45、中央公民館12：55
対象地区で次に該当する方
・子宮頸がん検診　20歳以上の女性
・乳がん検診　40歳以上の女性
・骨粗しょう症検診　
　40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の女性
●持ち物　問診票、検診料金、国保加入者は保険証
※詳しくは、平成29年中山町健康診断実施のご案
内をご覧ください（申し込まれた方に送付して
います）。
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離
乳
食
の
作
り
方
、
講
話
等

● 

対
象　
小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生　
先
着

７
名
程
度

● 

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
（
体
育
着
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

● 

申
込
方
法　
７
月
18
日（
火
）〜
25
日（
火
）

ま
で
に
保
護
者
の
方
が
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ほ
ん
わ
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
６
６
８
８

■「
夕
涼
み
浴
衣
で
図
書
館
〜
怪
談
ナ
イ
ト
〜
」

● 

日
時　
７
月
30
日
（
日
）
午
後
７
時
〜
７

時
45
分

●
場
所　
ほ
ん
わ
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

▼ 

浴
衣
の
着
付
け
を
手
伝
い
ま
す
!!
…
午
後

５
時
〜
６
時
30
分
、
多
目
的
室
（
浴
衣
や

小
物
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）　
▼
う
ち
わ

に
折
り
紙
で
お
花
を
作
っ
て
飾
り
ま
し
ょ

う
…
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
45
分
、
郷
土

室　
▼
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
…
午
後
６
時
〜
８

時
30
分
（
怪
談
話
の
間
は
閉
店
し
ま
す
）

■
「
ほ
ん
わ
館
か
ら
の
挑
戦
状
」

　
今
年
も
や
り
ま
す
挑
戦
状
!!
こ
の
夏
、
ほ

ん
わ
館
か
ら
新
た
な
挑
戦
状
が
！
小
学
生
以

下
な
ら
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

● 

日
時　

７
月
29
日
（
土
）
〜
８
月
13
日

（
日
）

●
場
所　
ほ
ん
わ
館
特
設
カ
ウ
ン
タ
ー

【 

時
間
外
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
お
知
ら
せ
】

　
①
や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構
（
☎
６
８
８

‐
６
５
１
１
）　
②
７
月
26
日
・
８
月
30

日
・
９
月
27
日
・
10
月
25
日
・
11
月
29

日
・
12
月
20
日
・
平
成
30
年
１
月
31
日
・

２
月
28
日
・
３
月
14
日
（
い
ず
れ
も
水

曜
日
）、
受
付
時
間
…
午
後
５
時
30
分
〜

７
時　
③
山
形
検
診
セ
ン
タ
ー　
④
▼
乳

が
ん
検
診
…
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
40
歳
代
・
２
方
向
、
50
歳
以
上
・
１
方

向
）、
乳
房
超
音
波
検
査
（
40
歳
代
・
希

望
者
）
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
細
胞
診　

〜
11
時
40
分

●
会
場　
中
山
中
学
校
体
育
館

● 

講
師　
大
本　
修
平
氏
（
総
務
省
東
北
総

合
通
信
局
）

● 

演
題　
『
e
‐
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン　
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
・
安
全
な
利
用
の

た
め
に
』

●
持
ち
物　
内
履
き

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

⑤
▼
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
以
上　
▼
子
宮

頸
が
ん
検
診
…
20
歳
以
上
・
各
15
名
程
度

⑥
▼
乳
が
ん
検
診
…
40
歳
代
４
８
６
０
円
、

50
歳
以
上
３
２
４
０
円
、
乳
房
超
音
波
検

査
…
３
０
２
４
円　
▼
子
宮
頸
が
ん
検
診

４
３
２
０
円　
⑦
電
話
申
し
込
み　
⑧
お

仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
く
受
診
で
き
な
い

方
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
、
夕
方
か
ら
の

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

【 HAPPY CO
M
E CO

M
E

８
０
２
０
達

成
者
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
】

　
①
山
形
県
歯
科
医
師
会
（
☎
６
３
２
‐

８
０
２
０
）　
⑤
山
形
県
内
に
在
住
し
、

80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
持
つ

お
元
気
な
方
（
過
去
に
応
募
し
た
方
は
除

く
）　
⑦
7
月
19
日
（
水
）
〜
８
月
18
日

（
金
）
ま
で
県
内
各
歯
科
医
院
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成29年　夏の安全町民運動　７月21日（金）～８月20日（日）
交通ルールを守って　楽しい夏を・・・
　夏は長期休暇、レジャー、暑さから水の事故や交通事故
が多くなる傾向にあります。一人ひとりが気を引き締めて
事故にあわない、起こさないように注意しましょう！

・人も車も自転車も、しっかり止まって、はっきり確認
・自動車は、早め点灯・ハイビームを活用しましょう
・歩行者、自転車は反射材を活用しましょう
・地域、学校、職場でも安全の声掛けをしましょう

車に乗ったら全員
シートベルトを締
めましょう

21 20

お知らせ版

29.7.15 29.7.15
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　６月５日、長崎小学校５年生の児童が、農業青年グループ「石っころ会」
（細谷善一会長）の指導のもと、田植え体験を行いました。裸足で田んぼに
入る感触に歓声を上げながら、「コロ」と呼ばれる昔ながらの道具で田んぼ
に印をつけ、一株一株丁寧に苗を植えていました。（22ページに関連記事）

発　行　中山町　〒990‒0492 山形県東村山郡中山町大字長崎120番地
編　集　政策推進課地域情報グループ
電　話　（023）662‒2223（直通）　FAX（023）662‒5176
中山町公式ホームページ　http://www.town.nakayama.yamagata.jp
　　　　　　　　　　　　（「広報なかやま」「お知らせ版」はホームページでもご覧になれます）

「広報なかやま」「お知らせ版」の文字書体は誰にでも読みやすいユニバーサル書体を使用しています

平成２９年７月１５日号
（毎月15日発行）

お知らせ版
（毎月１日・15日発行）

ご意見用メールアドレス
　joho@town.nakayama.yamagata.jp
　こちらのQRコードからも取得できます。

スポーツとフルーツ　伸びゆく町　なかやま

NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。

アイ
ラブ

Vol.12
Ｉ

　「石っころ会」は長崎地区の米づくり
をしている青年農業者の有志の会で、昭
和50年に設立されました。現在は、細谷
善一会長（向新田）をはじめ、13人の会
員で構成されています。
　おいしい米を作るための技術向上を目
指して、春には育苗状況を共同で確認し
たり、今の時期は順調な生育を調査する
ため「青田巡回」を行うなどのほか、研
修会を実施しています。
　また、田んぼに入った経験がない子ど
もたちが多くなっていることから、長崎
小学校の児童に田植えから収穫までを指
導して、農業に親しみを持ってもらおう
という活動をしています。
　表紙でご紹介したのもそのひとつです。
会員の皆さんが、児童に丁寧に指導し、
苗を植える体験をしてもらった後は、農
作業に使うトラクターと児童たちとの綱
引きで力比べをして、楽しみながら農業
の面白さを伝えていました。
　細谷会長は「農作業の楽しさや、実り
の時期の充実感を体験してもらい、少し
でも興味を持ってもらいたい。自分たち
も技術向上を目指していろんな活動をし
ていきたい」と熱く語っていました。

西郷兄弟と中山町の縁
ゆかり

発信事業　P2~5
お知らせ版　　　　　　　　　　P16~21

ゆかり

今月の主な内容

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

米づくりの魅力を次代に伝えたい

農業青年グループ 石っころ会

（写真上）
７月７日の青田巡回に集
まった石っころ会の会員
の方々。

今年の稲の生育状況を確認する

（写真上左と右）
長崎小児童へ田植え指導。
どろんこになりながら、
大喜びの児童たち。

（写真左）
いろんな馬力のトラク
ターと５年生全員での綱
引き。どっちの力が強い
かな。
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